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オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
武 田 元 有*
〔Ⅲ〕パクス。オトマニカの解体とモルダヴィア・ワラキア
英仏両国はそれぞれの国内動乱を鎮静した17世紀後半から再び海外貿易の発展に努め,新大陸・
東インドをめぐる覇権抗争を展開する一方,東欧諸国は啓蒙専制主義のもと経済拠点への領土拡張
と海外貿易の振興を進めた。以上の動きは相互に連動しつつ展開し,最終的にオーストリア継承戦
争 (1740-48年)・七年戦争 (1756-63年)を経てイギリスは二大植民地を基礎とする第一次大英
帝国を建設する一方,プロイセンは新興の大陸強国としての地位を確立する。かかる世界史的条件
のもと,換露両国は自ずと領土拡張の方向をバルカン・黒海地域へと向けることになった。
まずロシア皇帝ピヨートル1世 (在位 :1682-1725年)は即位後問もなく露土戦争 (1686-99年)
を遂行し,1700年コンスタンチノープル講和条約のもとアゾフ海を併合している。続くスウェーデ
ンとの北方戦争 (1700-21年)と1721年ニスタット条約ではバルト海進出を実現したが,ただしこ
の間スウェーデン=トルコ同盟を破断するべくモルダヴィア公国君主デイミトリエ・カンテミール
Dimittie Cantemir(在位 :1710-11年)と同盟しつつ遂行された再度の露土戦争 (1710-13年)に
は敗れ,1711年プルート条約 。1713年アドリアノープル条約において逆にアゾフ海を返還している。
またオーストリアは皇帝レオポルト1世 (在位 :1658-1705年)治世の神聖戦争 (1683-99年)と
1699年カルロヴイツ条約によるハンガリー・トランシルヴァニア奪回に続き,カー ル6世 (在位 :
1711-40年)治世にはヴェネツイアと連合した再度の神聖戦争 (1714-18年)と1718年パッサロヴイ
ツ条約によリセルビア北部・ワラキア西部 (オルト河以西5州=オルテニア)を併合した (図1)。
続く1730年代のポ‐ランド継承戦争 (1733-35年)ではフランスが仏土同盟を形成して嶼露両国を
挟撃したため東欧両国の対土戦争 (1736-39年)が再発するが, しかし換露両国はこれに敗れ,オー
ストリアは1739年ベオグラード条約においてワラキア西部を返還し,またロシアは同年コンスタン
チノープル条約によリアゾフ海における中立義務を甘受している。かくしてヨーロッパ国際紛争と
連動して北欧・フランスがトルコを支援した当該段階においては東欧列強の進出になお一定の限界
が存在したと言える。(1)
なおオスマン帝国はこの間にサフアヴイー朝ペルシアと二次にわたる戦役 (1722-32,32-36,
42-46年)を展開しており,バルカン戦線と並び東部国境の防衛にも絶えず留意せねばならなかっ
た。また南方のエジプトでは帝国政府が任命するエジプト総督の後退と在地貴族マムルーク・ベイ
の伸張が明白となり,とりわけイブラヒム・カトフーダ (在任 :1743-54年)は帝国からの脱却傾
向を強めている。かくしてアラブ地域においてもオスマン支配体制の動揺は顕者となった。鬱)
以下本節ではパクス・オトマニカの解体が進行する18世紀前半を対象に,オスマン帝国のルーマ
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図1:モルダヴィア・ワラキア (18世紀)
1718年オーストリアに割譲・W39年フラキアに返還
1775年オース トリアに割譲
1812年ロシアに割譲
〔典 拠 〕V.GcottcSCu,少蕨,p.95.
ニア統治における政治的・経済的特質とこれに伴うルーマニア農業の変化について検討しよう。
(1)ファナリオト制度とルーマニア国家
周知の如く18世紀バルカン地域では徴税請負権・行政官職を掌握する地方名望家層アーヤーンの
興隆により,旧来の集権的なオスマン支配体制の弛緩が進行する。対してルーマニアでは東欧列強
の進出を阻止するべき防壁としてオスマン支配の再編 。強化が志向されており,1711年D・カンテ
ミールの反乱を契機に在地ボイエールを公国君主として任命する14世紀以来の自治制度は廃止され,
以後1820年代までオスマン臣民たるキリスト教徒ギリシア人 (「ファナリオト」Phanariote)を公国
君主として指名・派遣する「ファナリオト制度」Phana?otismが導入された。この結果公国君主の
任免権は全国議会からスルタンヘと移行し,君主の性格は公国利害を代弁する君主prince(ヴオイ
ヴォダ vOivoda)からオスマン統治を媒介する知事gOVemor(ホスポダル hOspodar)へと転換する
(17世紀「黄金時代」Golden Ageから18世紀「鉄の時代」IrOn Ageへの移行)。
ただし他のバルカン諸国が形式上は依然としてテイマール制によるオスマン政府の直轄支配を受
けたのに対し,ルー マニアはファナリオト体制のもと問接統治を受けるにすぎず,国内政策の領域
においては全国議会の存続と広汎な自治を認められている。またファナリオト君主は必ずしもコン
スタンチノープル居住ギリシア人から登用されたわけではなく,むしろルーマニア現地での穀物買
付 ,宗教活動及び在地貴族との婚姻関係を通じて「帰化」rumanizedしたギリシア系ルーマニア人
から大半が輩出されたこと, したがって必ずしもオスマン支配の尖兵としてのみ機能したわけでは
なく,同時に近隣東欧諸国の啓家専制主義に触発された種々の先進的内政改革をも推進したこと,
が指摘されている。●)以下,かかる二面性に留意しつつファナリオト制度の政治的特質を考察しよ
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つ。
① 公国財政の危機と財政改革
フアナリオト君主の一連の国内政策において最大の課題は財政改革にあり,後述する他の内政改
革は全てこの財政政策の手段として実行されたにすぎないとさえ言われる。財政改革がかかる枢要
な位置を占めたことの背景には,一連の国際紛争に強く規定された深刻な財政危機が存在する。
第一はオスマン政府に対する貢納義務の強化である。貢納義務それ自体は既に14世紀以来存在す
るが,その負担は18世紀におけるフアナリオト制度の導入に伴い一段と強化されることになった。
まず年間貢納金については,貨幣価値の持続的下落による実質年額の減少を相殺するとともに,東
欧諸国との紛争による軍事経費の膨張を補填する必要から漸次引き上げられ,ワラキアの場合18世
紀を通じて130,000ターレルから230,000ターレルヘとほぼ倍増している。また君主即位に伴い納入
される「国旗税」nag tax(banii steagului),及び即位3年目に長期統治の慶賀として納入される
「ムカレル」mucarclについては,その最高価格を提示した者にフアナリオト君主の地位が付与さ
れる競売制度が採用されていた故に,やはり上昇傾向にあつた。かくして世紀初頭のワラキアでは
毎年400,000-500,000ターレルがオスマン本国に送金されたと言われるが,これは当該期公国財政
の年度予算500,000-600,000ターレルの80%に相当する。しかもファナリオト君主はその地位の落
札のために投下した自己資金,及びギリシア商人より借り入れた資金を即位後の国内課税によつて
回収・返済するのが通例であった。かくしてルーマニア臣民はオスマン帝国向け貢納のみならずファ
ナリオト君主自身の財政需要をも充足し,過酷な租税を負担したのである。
“
)
第二はルーマニア国内人口の減少である。ルーマエア両国の農村住民は戦時における外国軍隊の
度重なる侵入と農地荒廃・略奪・殺親によって多大な損害を被ったのみならず,平時においてはフア
ナリオト君主により過重な租税負担を要求され,安定した生産活動を阻害されることとなった。こ
の結果,農村人日の多くは軍事作戦の舞台となる平原地帯から外国軍隊の侵入が困難な山岳地帯ヘ
と,さらにはより良好な地位が期待される隣国
(露領ウクライナ・壊領 トランシルヴァニア・
土領ブルガリア)へと大量に流出している。と
りわけ対嶼国境に接するワラキア西部のオルテ
エア5州では1714-18年神聖戦争期にオースト
リア軍隊が侵入した平原3州 (Doも,Mehedi?,
Roman?)を中心に農村の遺棄が進み,1720年
代には村落総数が当初の6割まで激減している
(表1)。かかる担税人口の急速な減少により公
国財政の基盤は大幅に縮小することになった。6)
以上の如き一方での財政支出の膨張と他方での財政基盤の縮小を背景として初代フアナリオト君
主ニコラエ・マヴロコルダートNicolae Mavrocordat(モルダヴイア君主 :1709-10,11-15年・ワ
ラキア君主 :1715-16,19-30年)は一連の財政改革に着手している。まずD・カンテミールの反
乱平定のためモルダヴイア君主に着任した際には,単純に農民課税を強化するのではなく,むしろ
納税義務を緩和することで逃亡農民の帰郷を促進し,かかる国内人口の回復によつて担税基盤その
ものを拡大することが改革の方針とされた。この原則のもと農民にとつて重圧であった各種租税
(家畜税・ワイン醸造税・果樹園税)は廃止され,納税年額の査定制度と四半期毎の分割納入を特
表1:オルテエアにおける村落総数
1716-18年1722年
総数 うち廃村
Vilcea
Gori
Doli 145
Mchcdinti
?
?
Romanati
計 977 201
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質とする独自の人頭税が導入される一方,ボイエールによる財務管理の不正行為は厳重に防止され
た。また1714-18年神聖戦争の戦局を打開するべ くワラキア君主に就任した際には,早急な戦費調
達の手段として旧来免税特権を享受してきたボイエールヘの課税を実施するとともに巨大私領の回
収と直轄地の拡大を強行し,課税基盤を農民からボイエールヘと漸次転換 している。
“
)
また最大のフアナリオト君主とされるその息子コンスタンティン・マヴロコルダートCOnsttntin
MavЮcordat(モルダヴィア君主 :1733-35,41-43,48-49,69年・ワラキア君主 :1731-33,35
-41,44-48,56-58,61-63年)は,1736 39年換土戦争に伴う軍事支出の膨張と担税農民の流
出によリワラキア財政の逼迫が進むなか,一連の財政改革を展開している。まず公国財政の種桔で
あった貢納負担の緩和をオスマン本国に要請する一方,国内では入植農民を優遇して担税人口の育
成に努め,また1739年ベオグラード条約のもとオルテニアが返還されると,当地で20年にわたり実
施されてきたオーストリア政府の絶対主義政策を模倣しつつ,村落有力者を介在した徴税請負・連
帯納税制度から国庫官吏による直接徴税制度への移行を志向した。さらに1739-40年にはワラキア
で,続く1841年にモルダヴィアで,所謂「大憲章」La grande charteを発布し,税制改革を基軸と
する組織的な内政改革に着手している。とりわけ直接税の中核をなす地租については,父親ニコラ
エの施策を模範として全国的な人口・資産調査を実施しつつ,各戸の納税年額の確定によつて課税
原則を外形標準から応能主義へと転 表2:ワラキアにおける農村世帯 1740-60年
換し,かつ5-10戸編成の「10ude」
による連帯責任と年4回の賦払制度
を採用して負担の緩和をはかった。
また特にワラキアでは1746年勅令を
発布して逃亡農民への課税を優遇し,
国内に定住してから6年間の免税を
認めるとともに以降の税額も最大5
ターレルまでに制限している。0)
しかしながら以上の減免措置を梃子とする税収基盤の拡大にもかかわらずオスマン政府への貢納
義務とファナリオト君主自身の資金需要は充足され得ず,歴代君主はむしろ各種の新税を度々導入
することになった。なかでもミハイ・ラコヴイタMihai Racovita(モルダヴイア君主 :1703-05,
07-09,15-26年・ワラキア君主 :1730-31,41-44年)は 7 2-46年の第三次 トルコ=ペルシア
戦争に伴い強化された貢納義務を履行するべく重税政策を復活し,特に直接税の低迷を補填する手
段としてあらゆる対象に問接税を導入した。また40年代後半にはグリゴレニ世ギーカ G?gore II
Ghica(モルダヴイア君主 :1726-33,35-41,47-48年・ワラキア君主 :1733-35,48-52年)
が自身の公位獲得に伴う経費を回収するべく同様の政策を継承し,公国財政収入の90%を農村共同
体より調達したと言われる。ω)この結果1740年代を通じて一層の農民逃亡が発生し (表2),ワラ
キアの場合,1739年において147,000と推計されている担税人口 (〓世帯総数)は1741-42年には
116,000,1745年には 0,000,1753年には40,000,へと減少を続けた。①)
② 貴族制度改革とギリシア・ トルコニ重支配体制の成立
ファナリオト君主の農民保護を基調とする税制改革は,既存のボイエール階級が政治的には全国
議会を梃子に君主権力を統制し,経済的には巨大私領において排他的な農民支配を展開する限り,
十分な成果を生むことは困難であつた。実際N・マヴロコルダートは,モルダヴィア財政再建の手
〔典拠〕S,Columbeanu,夢″,pp.39-43.
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段として中小農民の保護とボイエール階級の統制を試みながらも,同時に対土反乱の勃発を未然に
回避するべくボイエール階級と協調する必要に迫られたため,自ずと農民保護政策は頓挫せざるを
得なかった。また神聖戦争の勃発に伴いワラキア君主に即位した際には,オスマン支配からの脱去,
を志向するボイエール階級が神聖同盟のワラキア侵入とオスマン軍隊の駆逐を支援したため,後任
のヨアン・マヴロコルダートIOan Mavrocordat(在位 i1716-19年)は戦局打開のため国内ボイエー
ルの協力を必至と認識し,その利害の保護を約束している。以上の如く外来ファナリオト君主に抵
抗するボイエール階級は,オスマン帝国に対峙する東欧両国と共通の利害関係を有し,フアナリオ
ト体制への率肘として機能したのである。(Ю)
かかる状況のもと財政再建の前提条件としてボイエール階級の社会的地位を抑制することが課題
とされ,C,マヴロコルダートは1739年ベオグラード条約による対換戦争の終結を契機に一連の行
政改革に着手している。まず軍隊機構に関しては既にフアナリオト制度の導入以来公国領上の安全
はオスマン軍隊によつて保障される原則となっていため,最終的に1739年においてボイエールの従
軍義務に立脚する軍隊は解体された。(11)また続く上記1740・41年大憲章のもと貴族制度改革が断
行され,以後貴族身分の資格・要件は土地所有ではなく官職保有に置かれるとともに,その格付も
所有土地面積の大小によつてではなく保有官職の階位に応じて規定されることになった。これに伴
い旧来の世襲土地貴族 hereditary■obilityは原則として廃止され,新たな官職保有貴族 service
nobility・noblesse de fonctionがボイエール階級の中核を構成することになる。(lDこれに伴い地方
官制に関しては新規に直轄の有給地方長官 coalmissaires(ispravniks)が派遣され,ボイエールの
地方行政活動は制約されて中央集権の強化が志向された。(1働 なおボイエールの牙城であつた全国
議会はそれまで形式的ながらも維持してきた君主選出権を1730年には放棄し,さらに後述する1749
年の開催を最後に活動そのものを停止することになる。代わつて既存の公国評議会 Senttc/D?an
が最高の国政機関となるが,その権限は専ら司法領域にとどまり,また12名の成員は終身の大司教
を除き公国君主の任命による故,実質的に君主の諮問機関にすぎなかったと言える。(1のかくしてルー
マニア内政におけるボイエールの政治的地位は大幅に後退することになった。
しかも上記の如き恒常的な財政危機に伴い,歴代君主は財源捻出の手段として官職売買に依存す
る傾向を強めた。なかでもマテイ・ギーカMatti Chica(ワラキア君主 :1752-53年・モルダヴイ
ア君主 :1753-56年)はオスマン向け貢納供出の維持と自身の公位買収に要した資金の回収のため,
着任後間もなく総計120のボイエール身分を新たに創出・売却したと言われる。この結果,経済活
動により資産を蓄積した一般市民, とりわけ首都向け穀物貿易を独占する帰化ギリシア商人が高級
身分を買収し,ファナリオト君主の家産官僚へと転化する現象が発生した。かくして支配階級の編
成においても外来ギリンア人の台頭と土着ボイエールの後退が進み,国制の頂点におけるファナリ
オト君主の君臨と相倹つて,実質的なギリンア支配体缶Jが構築されたのである。(1働
(2)オスマン帝国経済の再編とルTマニア海外貿易
対仏戦争を通じて二大植民地を獲得したイギリスは東方貿易の中継地点をなすレヴァント市場か
ら漸次撤退し,以後対欧貿易の基軸は対仏軍事同盟と1734年・66年英露通商条約を背景にむしろ対
露バルト海貿易へと移行した。(10逆に対英戦争に敗退して植民地市場を縮小したフランスは羊毛
製品輸出・原綿輸入の代替市場として東地中海域に注目し,一連の対換戦争に伴う仏土同盟と1740
年カピチュレーションを梃子にレヴァント貿易を掌握する。(W)かくして植民地戦争の結末とは対
武田元有 :オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
照的にレヴァント市場の主導権はイギリスからフランスヘと移行し,取引の性格は東方奢修品の中
継貿易から工業製品・農業産品の交換関係へと,またトルコ海外貿易の拠点はシリア・エジプト商
業都市からバルカン沿岸都市へとそれぞれ転換し,バルカン西岸地帯の世界市場編入が進行する。(181
他方オーストリアのバルカン進出とエジプトの離反傾向は,オスマン帝国の二大穀倉地帯たるバ
ルカン・エジプト地域の本土向け穀物供給を度々遮断したのみならず,首都コンスタンチノープル
ヘの難民流入を加速して食糧需要を上昇させ,オスマン政府は黒海冶岸を帝国の食糧供給地帯とし
て再編成する必要に追られた。かくしてルーマニア両国では今やスルタンに直轄されるファナリオ
ト君主を媒介に一層厳格な通商規制が実施されることになった。(191
① オスマン帝国の食糧供給政策と黒海・ルーマニア貿易
まずアフメット3世 (在位 :1703-30年)は,嶼露両国との戦争により領土危機に陥りながらも,
ロシアとの和平交渉では1700年コンスタンチノープル条約以来「南方への窓」hc window to he
southの開放を繰り返し求めるピョートル1世に対して,黒海は露土国境にあらず「帝国領内」a
housc wihin he inteior of his realm,「帝国の内海」an inland sea of thc Empireであるとの見解を
譲らず,露土貿易の発展には好意を示しつつも黒海貿易の開放については一貫して拒否している。
●の またオーストリアとの1718年パッサロヴイツ条約では穀倉地帯の一角をなすワラキア西部の割
譲とともにドナウ河の自由航行,及び小麦取引の自由を承認したものの,黒海の自由航行について
は依然禁止するとともに,穀物買付もオスマン政府の事前の承諾を条件とした。しかもオスマン政
府は翌1719年にフアナリオト君主にルーマニアのオーストリア向け灰汁輸出に関する情報提供を求
めつつその制限を志向し,またエジプト反乱が勃発して地中海経由の穀物供給が停滞した1729年に
はルーマニア両国のオーストリア向け穀物輸出を禁上している。91)オスマン政府はかかる黒海貿
易独占を前提に旧来通り黒海・ドナウ1可沿岸地帯で生産される穀物の帝国領外向け輸出を制限し,
その買付及び首都向け輸送をギリシア商人を中核とする政府任命の特権商人のみに認可した。すな
わちまずアルメニア商人はペルシア=コンスタンチノープルの陸路通商に,またギリシア商人は西
欧=レヴァント・黒海の海路通商に,さらにユダヤ商人はレヴァント会社と現地オスマン官僚との
仲介において,それぞれ活動している。。Dかくして黒海は依然として世界市場から隔離され,オ
スマン帝国の独占的食糧供給市場として機能し続けたのである。
続くマフムート1世(在位 :1730-54年)は,フランスの支援により1739年ベオグラード条約の
もとワラキア西部を回復する一方,その代償として1740年カピチュレーション協定ではフランス商
人にオスマン領内における自由通商を認めざるをえなかったが,ただし黒海・ドナウ河・両海峡は
依然その対象から除外されている。むしろ同帝は1742-46年の第三次 トルコ=ペルシア戦争に伴い
ルーマエア両国への穀物貿易統制を強化し,1748年にはフアナリオト君主に指示して両国に市場割
当制度を導入しつつ従来不定期であった穀物輸出義務をほぼ毎年化している。続く1750-51年には
厳冬に伴う飢饉によリブルガリアが首都向け穀物輸出を武装蜂起によって拒否したが,その際オス
マン政府はポーランド小麦の輸入によって当座の食糧危機を回避する一方,以後ルーマニアは穀物
その他の特定産品についてはオスマン市場の需要が充足されない限リー 切の海外輸出を禁止され,
ここにルーマニア穀物輸出におけるオスマン帝国の先買権が確立された。また旧来ルーマニア穀物
貿易にはトラブゾンのラズ部族Lazes商人が参入していたが,その買付・輸送業務における不正行
為が発覚するに及びその貿易特権は剥奪され,以後コンスタンチノープルを拠点とするギリシア系
オスマン商人がルーマニアの対土穀物輸出を独占することになった。90
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表3:オスマン帝国の穀物供給市場構成 1758年 (単位 iキラ)
主  体 供給地帯 港  湾 小  麦 大  麦
海運組合
ドナウ河流域
Kllyakili 150.000
Ismail 110,000 40,000
rOlca o Macin 62,500 12,500
Isakca 125,000 25,000
Braila・Kalas 250,000
Hi?sova 62,500 12.500
Akkeman 250.000 100.000
小  計 1,110,000 490,000
黒海沿岸地域
Burgas 314,000 59,000
Varna 350,000 100,000
Balcik 300,000 100,000
Kivama 200.000 50,000
卜CanЯalve 3501000
Constantza 400.000 50.000
Karaharttaan 50.000
小  計 2,164,000 459.000
Karesi Mihalic
トラキア Γekfurdagi 1.800.000
小  計 6.423.000
独立商人 47,000
政府代理商
Tirhala Piatamona
Morea Anapoli
Selez Эrfani
Salonica Salonica
YenisehifanariGolos
lvttrlvЯ Pireus 20.000
」ヽ    言十 580.000
総  計 7,050,000
〔典拠〕L,Gucer,HCrain Supply of lstanbul in the 18血Centurメ1,C ISSawi,影ι βθο″ο脇
'C rri的
4/げ触汁?′∂θO―
′9′イ,Chicago, 1980,pp.30-31
図2:オスマン小麦価格の動向 15-19世紀 (単位 :純銀グラム/キログラム)
1400 1450    1500    1550    1G∞    1650  1700    1750    1000    1850
〔典拠〕L Beriov,HChanges in P?ce Conditions in TI・ade betwecn Turkey and Europe in the 16th―
CenturyH,β脇】♂s bα′脇″η″奮,V01.3,1974,p171
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武田元有:オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダブィア・ワラキア (下)
またオスマン3世 (在位 :1754-57年)治世には,1754年のイブラヒム・カトフーダ死去に伴う
エジプト状勢の混乱により首都向け穀物の海上輸送が寸断されて穀価高騰が進み,1755-58年には
コンスタンチノープルにおいて深刻な穀物不足が発生した。ここに安価穀物の安定供給が急務とな
り,1755年にワラキアは単独で300,000キラの小麦・200,000キラの大麦をコンスタンチノープルに
搬送している。94)さらに当該期よリルーマニア穀物貿易に関して以下三種の取引形態が整備され
たと言われる。第一は海逗組合に帰属する巨大商人であり,1755年10月の団体契約により56人の船
主が保有する120隻の商船に対して以下の特権が承認された。すなわち, まず当該団体の帰属商人
はブルガスBurgasからオデッサに至るブルガリア・ルーマニア黒海西岸諸港からの穀物輸入と1隻
当たり700キラの穀物運搬を承認され,コンスタンチノープル以外のアナトリア諸港への輸出を禁
止された。ただしかかる穀物取引は,穀物取引所長官・海運組合の承認を条件として上記120隻の
登録船舶以外にも容認する門戸開放open doorを原則とした。したがって当該契約は決して上記56
船主の穀物取引独占を保護するものではなく,むしろ必要穀物の供給維持が目的であったと言える。
またその際の買付価格は中央政府派遣官僚の設定する公定価格で実施されるとされたが,この結果
穀物生産者は安価な政府買付を回避して高価なやみ市場を選好したため,1756年には両者による取
引価格の協議が規定された。第二はかかる海運組合に帰属しない独立中小商人であり,上記団体契
約には加盟せず, トルコ政府による個別認可のもと黒海地域における穀物取引を展開した。ただし
穀物買付は上記特権商船による取引の終了後にのみ許可され,また市場価格による買収を基本とし
た。これら民間商人による供給総量は1758年で6,510,090キラに達する (表3)。第三は政府代理商
の取引であるが,その総量は全体の一割に相当する560,000キラにとどまり,民間商船の供給のみ
では首都の食糧需要を充足し得ない緊急時に限られた。鬱D
さらにムスタファ3世 (在位 :1757-74年)治世には前帝時代からの食糧不足が依然続く一方,
1758年には黒海北岸のクリム汗国が自身の食糧危機からコンスタンチノープル向け穀物輸出に対し
て武力抵抗を行う事態も発生している。かかる状況において同帝は1759年勅令を発布してルメリア
全域の港湾都市にコンスタンチノープル向け穀物供給を義務付ける一方,1765年勅令では特にルー
マニアの穀物供給義務を強化している。すなわち当該勅令によリガラツ (モルダヴィア)。ブライ
ラ (ワラキア)両港は,旧来の戦時における無償穀物供出の義務に加えて,以後平時には春・秋の
2回にわたって年間合計35,000キラ (10,752トン)の穀物を低廉な国定価格にて供給する義務を負う
ことになった。旧来の軍隊向け兵糧提供を目的とする戦時強制供出に対して,主に首都向け食糧供
給を目的とするこの新たな平時買付制度は「春秋供出J prOvision du p?ntemps et dc Lutomne。「有
償供出」ravitalllenaent payё(moukttssc)と称され,両者は厳格に区別されている。その搬送にはオ
スマン官吏が随伴し,貨物の横領を防止するべく指定港湾での搬出・搬入を監督した。●0この結
果同帝治世においてオスマン小麦価格は一時安定することになる (図2)。
以上の方策を通じてほぼ以下の如き食糧供給体制が整備されることになった。まず軍隊向け兵糧
(穀物・蜂蜜・油脂・乳製品)の買付についてはコンスタンチノープル穀物取引所 grand marche
(kapan)に帰属するギリシア商人組合の穀物商人kapanlisによつて,公定価格において実施された
(ミーリー制度Mi? purchasing)。この公定価格は18世紀初頭で1キラ当たり小麦20パラpa盟・大麦10
パラを上限とし,いずれも市場価格を大幅に下回つていた。また羊肉買付についてはコンスタンチ
ノープル精肉局長le chef des bouchers(kasapbasi)の派遣する羊肉商人bouchers(kasap)・牧人patres
(s所中)によつて独占的に展開された。修のかくしてオスマン帝国はその首都コンスタンチノープ
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ルヘの食糧供給を維持するべ く,まずモルダヴイア・ワラキアを小麦の主要供給基地とし,ダブロ
ジア・ブルガリアを小麦・大麦・ライ麦の調達地帯として,かつ黒海北岸のクリミア半島及びバル
カン西部のマケドニア・ トラキアをドナウ平原の補完市場として,それぞれ位置付け,エジプト市
場を代替するべき域内食糧供給体制を構築したのである。なかでもルーマニア両国は「コンスタン
チノープルの養父」pOrc nouricier de Constantinople・「ヨンスタンチノープルにとつて不可欠の穀
倉」lcs grcnicrs indispensables de Constantinoplcと称される極めて重要な地位を占めた。骸働かかる
ギリシア特権商人を媒介としたオスマン帝国のルーマニア穀物市場統制は,ファナリオト君主を媒
介としたルーマニア間接統治体制に経済的に対応するものと言えよう。
② 東欧列強の官房主義政策とバルカン・黒海貿易
以上の如きルーマニアにおける高度なオスマン貿易独占の展開の一方で,当該期には東欧諸国の
バルカン・黒海方面への販路拡張が進められつつあったこともまた事実である。
まずオーストリアは対仏関係の悪化によリネーデルラント経由での販路獲得が困難となったため
市場拡大の方向は自ずとバルカン・トルコ方面へと転換することになった。この結果カール6世治
世には1718年パッサロヴィツ条約のもとワラキア西部を併合する一方,旧来のカピチユレーション
規定を再認して従価3%関税を維持し,またドナウ河自由航行権を獲得してバルカン市場進出の足
場が築かれた。さらに当該条約に前後して1717年にはアドリア海航行を外国船舶に開放する一方,
1719年にはフイウメ・トリエステ両港を自由貿易都市に指定するとともに同年「オリエント貿易特
許会社」Kaiserlich p?vilcgihc orientalische Kompagnicを設立してバルカン西岸地帯との貿易取引を
奨励している。なかでもワラキア西部は現地駐留のオーストリア軍隊向け食糧供給,嶼領 トランシ
ルヴァニアの繊維工業向け亜麻輸出,さらにはオーストリア本国向け穀物輸出,を展開し,重要な
食糧 。原料供給市場として機能した。かくして当地はオーストリア治下の1718-39年においてオス
マン帝国経済から脱去,し,むしろハプスブルク帝国の農業植民地として編成されたのである。の9)
他方黒海進出に挫折したロシアは,むしろ北方戦争に伴い獲得した港湾都市ペテルブルクを拠点
に当面はバルト海貿易を基軸として世界市場との接触を深めることとなった。特に女帝アンナ・イ
ヴァノヴナAnna lvanovna(在位 :1730-40年)治世の1734年には英露通商条約が締結され,活発
なイギリス向け穀物輸出が展開されている。しかしながらバルト海貿易の発展には重大な障害が存
在した。まずバルト海貿易と連動するロシア北部の農業地帯は石灰質の土壌と多数の湿地・湖沼に
より大規模な穀物生産に不適であるのみならず,生産地帯と港湾都市との間の輸送は多くの時間・
費用を伴い, しかもバルト海諸港は冬期に凍結した。対して黒海北岸のロシア南部は肥沃な黒土地
帯を擁するとともに黒海に注ぐ多数の大河を通じて輸送も簡便であり,かつ不凍港の建設が可能で
あったため,続く女帝エリザベータ・ペトローヴナElizavcta Pc伊ovna(在位 :1741-62年)治世に
は種々の黒海貿易計画が策定されることになった。.まず1745年には商務省Ko4almerzぃKollcgiu14総
裁を務める皇子B・ F・ジュスポフJusupovが覚書を作成し,ロシア海外貿易において英蘭経由よ
りも黒海・海峡経由での地中海貿易が重大な意義をもつこと,今やベオグラード条約での対土戦争
終結に伴い黒海貿易発展の条件が整備されている以上,ロシア・レヴァント貿易の現状を調査する
必要があること,を指摘している。これを受けて1756年にはロシア商人が「ロシア・コンスタンチ
ノープル貿易会社」Russian Cotmcrcial Company Trading in Constantinopleを設立し, ドン河河日
テメルニクTem(?ikにおける対トルコ・イタリア貿易の独占権を獲得した。その際作成された輸出
品目一覧には毛皮・各種船材 (帆布・亜麻),及びロシア国内産業にとつて重要な鉄鉱・鋳鉄カラJ
武田元有 :オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
表4:オルテニアにおける村落・世帯状況 1722年 (カッコ内は%)
〔典拠〕S Columbeanu,ψれ,pp 34,38,4生H.H.Stahl,ゅ滅,p・ll・直轄地はオーストリア政府
のそれを指す。
表5:ワラキアにおける巨大所領
領 主 所有村落 地帯構成
?
?
?
ー
?
Bengescu 37.5 うちGoriに34.5
Brailoiu うちvilcea・co面に28
Brancoveanu
Glogoveanu 者」ЧξMchedinti
Obedeanu うちDoliに14
P∝nam うちDo"に9.5,Mchedintiに7
Socoteanu 9 うちDoliに8
Strimbeanu 20.5 うちDoⅢに9,Mehdiniに8.5
Stirbei うちDoHに5。Vilceaに5
Viasto うちVilcedに11
ブ カ レスト大司教 っち1lfovに27・Vlascaに33
〔典拠〕S,Cdumbeanu,夢れ,pp.27-28,30
図3:ワラキア行政区画
教会所領 世俗所領 自由村落 直轄地 計
Vilcea 村落数 31(23) 25(19 76(56) 135(100)
世帯数 2,699(30)1,716(194,190(47) 387(4)8,992(100)
CO可 村落数 91(55) 164(100)
世帯数 515(10)2,321(442,133(4ユ 253(5)5,222(100)
Dou 村落数 16(15) 41(38) 44(41) 108r100う
世帯数 783(19)1,331(31)1,381(33)731(17)4,226(100)
Mehedinti村落数 17(16) 46(45) 36(35) 103(100)
世帯数 592(21)1.150(40)763(26) 381(13)2,886(
Romanati 村落数 15(19) 370(46) 13(16) 15(19)
世帯数 626(14)1,748(40)734(17)1,274(29)4.382r
計
村落数 90(15) 205(35) 260(44) 35(6)
世帯数 5.215(20Ⅲ8.266(32Ⅲ9,201(36)3,026(12)5,708(
伍 ?
?
就枕
〔典拠〕I.Colfus,Lttθ″//Z″ /4カrみ,9 atttヵ″腕 純 ″就
'と
″ 蘊 9,″彦,Bucattst,1969,pp.48-49.
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表6:ワラキアにおける穀物生産の動向 1738-41年       (単位:キラ)
IIfov Prahova Vilcea Romanati Gori Doli
修道院 Mihai―Voda Mislea Cozia BrancovenTismanaSettarce
年 度 1737
小 麦
トウモロコシ
キ ビ
大 麦 7
燕 麦 2
計
〔典拠〕S,Columbeanu,″肱,pp 56-62.
表7:ワラキア穀物生産における領主直営地・農民保有地の比重関係 1738-40年  (単位:キラ)
修道院 年度 穀物 領主の地代収入 農民保有地
の生産総量
直営地生産の比重
直営地賦役 貸与地地代
MuscelCimpulung
小 麦 7 7/ 120 = 1 / 17
トウモロヨン 1 / 10.4
小 麦 19/  35=1/ 18
トウモロコン ユ / 117
Vilcea
Hurez
刀ヽ 麦 72 /  940 = 1 / 13
トウモロヨン H2.5 1125 86 /1,125 〓 1 / 13
キ ビ 97. 5 975 27/ 975=1/36
Bistrita
小 麦 1 / 32
トウモロコン 1/13
Romanati
BHncovenl 56 /1,360 = 1 / 24.3
Caluiu
小 麦
トウモロコシ /  9
Saint‐Georges
1, 200 50 /1,200 =
50 /  800 =
〔典拠〕S.Columbeanu,ψ肱,pp 83-87.
表8:領主所領収入内訳 1730-40年度平均       (単位 :ターレル)
Bucarest Prahova Vilcea
修道院 Cotroceni Coltea Saint―Jean MargineniCozla
1730‐35 1736-401732-351736‐39 1733‐5 1736-401730‐35 1736‐39 1736‐41
?
?
?
?
酒類 893.8 6345 2,18372,367.0
家畜 526.8 43.0
穀物
養蜂 172 242.3
製塩 202.5 1,300,0
?
?
?
?
?
放牧地 267.2
林野
湖沼 45,3
橋梁 62.8
圧搾機
?
? 店舗 5564
農地 2,251.01,704.0
徴税収入 1,3585756.4 203.8
計 3,39913,002.83,54143,2977 1,272.44,350.83,457.97099
〔典拠〕S,Columbeanu,ψ肱,pp 145‐147
武田元有:オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
挙され, トルコ貿易への関心の高さを確認できる。かかるロシア商業資本の市場利害を背景としつ
つ,以後黒海北岸領土の獲得と黒海自由貿易の実現が歴代ロシア皇帝の外交課題となる。傷ω
(3)ルーマニア農奴解放の展開
周知の如く18世紀以降バルカン各地では,政治的にはオスマン支配体制の弛緩に伴う地方名望家
層アーヤーンの台頭,経済的には対欧レヴァント貿易の発展に伴う輸出向け一次産品生産の発達,
以上を背景としてイスラム地主の農民支配と市場向け換金作物生産を基調とするチフトリック経営
が広汎に展開する。。1)対して在地貴族ボイエールの土地所有を維持するルーマニアでは,一方で
のファナリオト君主の台頭と土着ボイエールの抑制,他方でのオスマン帝国経済の再編とルーマニ
ア穀物貿易の促進,以上を背景として農地制度の一定の再編を見ることになる。
① オスマン帝国経済の再編とルーマニア農奴制
研究史上18世紀前半ルーマニア人口に関する情報は極めて少なく,1722年にオーストリア官僚D。
フイルモントViHnontが壊領オルテニア5) ‖｀を対象に実施した人口調査 (所謂「フイルモント徴兵台
帳」conscrゃtiOn vimontieme)が貴重な統計史料となっている (表4)。それによればオルテニア
農村全体の2割弱が教会所領,4割弱がボイエール所領,残る4割強は聖俗領主の支配を受けない自
由農村であり,世帯数も同様の分布を示している。その際,カルパチア山脈に沿う山岳2州(Vilcea,
Go可)では農村全体の6割を自由農村が占め,逆にドナウ河沿岸の平原3州 (Doli,Mehedintil
Romanati)ではボイエール所領の比重が顕者となっていることが留意される (図3参照)。●の また
表5は18世紀ルーマニアにおける著名な巨大ボイエールの所領状況を示しているが,世俗領主では
公国君主を輩出したブランコベアヌ家が最大の所領を支配していること, またブカレスト大司教領
はムンテエア平原地帯を基盤とする104の村落を所有して聖俗を含むワラキア最大の領主となって
いること,いずれの巨大所領も平原諸州を基盤として展開していること,が確認できる。以上の如
き平原地帯における領主支配の優位と山岳地帯における自由農村の残存という地帯構造は当該期の
ルーマニア全般に該当する現象と推定されているが,これは第一に外国軍隊の侵入及びフアナリオ
ト君主の重税政策に伴い自由農民が平原地帯から山岳地帝へと移住したこと,第二にフアナリオト
君主を梃子としたオスマン向け穀物輸出の拡大に伴い領主階級は平原地帯における大規模にして集
約的な穀物生産を志向したこと,以上の事情を反映するものと思われる。僧D以下,かかる地帯構
造を暗まえつつ,平原・山岳それぞれにおける農業生産の特質について考察しよう。
まずモルダヴイア及びムンテニアの平原地帯に展開した巨大所領の経営状況を見れば,表6の示
す如く領主の穀物収量において最大の作付穀物は小麦,これに次ぐのは18世紀にアメリカ大陸より
伝播したトウモロコンmaizc,又は在来のキビmilletとなっており,基本的に小麦の単作,乃至小
麦・トウモロコシの複作傾向が顕著となっている。領主はここから主に雑穀を領内自家消費分とし
て控除した後,小麦の大半はオスマン政府向け輸出分として提供しており, したがつて小麦生産ヘ
の特化傾向は何よりもオスマン帝国の食糧需要に対応するものだったと言える。なおオスマン向け
輸出を充足した後の余剰作物は内外の自由市場に売去,しえたが,1730年代後半には嶼土戦争に伴う
生産総量の下落とオスマン軍隊への兵糧供給のため可処分作物はほとんど存在しなかった。●り
以上の如き輸出向け穀物の生産形態に関して,かつてルーマニア・マルクス主義は領主直営地の
拡大と再版農奴制の形成を先験的に措定してきたが,第二次大戦後における特に修道院所領記録の
分析に基づく実証研究は,むしろかかる史像が幻想にすぎないことを示唆している。まず表7によ
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れば,領主が地代として獲得した穀物総量は大半が農民保有地から供出される現物地代をもって構
成されており,領主直営地での農民賦役に由来する作物の比重は小さい。同様に領内の穀物生産総
量に占める直営地生産の割合もまた5%程度にすぎないものとなっている。また18世紀前半におけ
る賦役義務の水準を見れば,確かに穀物生産需要の上昇に伴う年間日数の強化傾向こそ確認できる
ものの,それでもボイエールとの洸務契約で規定されるべき自由農民の賦役は1700-18年の年間3-
4日程度から1718-39年の3-9日程度へと延長されるにとどまり,またボイエールの恣意に依存す
る農奴の賦役義務も18世紀初頭段階で平均6-12日程度にすぎなかった。かかる軽微な年賦役の存
続は,直営地面積が絶対的に小規模であったことを意味している。かくして近世ルーマニアにおけ
る穀物生産の主軸は,決して領主の高度な農民支配による直営地経営にではなく,あくまで農民保
有地における小農民的生産にこそあつたのである。●の
しかも領主の所領経営に占める穀物生産の相対的位置を確認すれば,表8の如くいずれの修道院
領の場合も市場向け売却において酒類 (葡萄酒・ブランデー)が最大の収益源泉となっている。次
点の品目については所領ごとに偏差が認められ,Coziaでは穀物が第二の市場向け産品であるが,
Saint‐Jcanでは穀物・家畜の地位がほぼ拮抗し, さらにCottoceniでは家畜,Coltea,Margineniでは
製塩が酒類に次ぐ数値を記録しており,商品作物としての穀物の地位は必ずしも高くはなかったこ
とが判明する。またいずれの所領でも養蜂による蜂蜜が重要な換金作物となっている。かかる穀物
取引の低位は,穀物が主にオスマン向け輸出商品として国定価格での取引を強制され, したがって
その収益には自ずと限界が存在したのに対し,他方の各種産品は専ら嶼領トランシルヴアニア・ポー
ランド向けに市場価格で輸出され, したがってより巨額の収益が期待されたことによる。領主はか
かる特に酒類のもつ市場価値を意識し,穀物生産における現物地代への依存とは対照的に,葡萄生
産に関しては直営果樹園で一層高度な賦役を導入したと言われる。●0
以上の如くオスマン通商規制に伴い領主の穀物生産が低迷するなか,ルー マニア穀物貿易を独占
する特権ギリシア商人は,原則としてオスマン臣民の土地所有が禁止されていたにもかかわらず,
違法 。合法種々の手段によつて土地所有を実現 している。その第一は在地領主との小作契約
felmagcによる土地保有である。もともとギリシア商人はルーマニア現地で買い付けた家畜を輸出
の時期まで飼育することを目的として,現地領主から一定の放牧地を冬営地として賃貸することを
認められていた。しかるにギリシア商人はこの借地契約を放牧地のみならず農耕地にも漸次適用し,
ルーマニア領主に地代を支払いつつ,現地農民の労働に立脚して首都向け穀物を生産する農場経営
を開始することになった。前掲表8における地代収入の項目はまさにかかる小作制度に伴う収入を
示している。第二は農民への高利貸付に伴う土地占拠である。ギリシア商人の多くは首都向け作物
を安価な手付け金arhes(sel(? akccsi)で収穫前に青田買いし,これをオスマン本国に高価で輸出
することによって巨額の利益を得ていた。しかし自然災害・国際紛争などの不測の事態により農民
が当初契約した総量の作物を供給し得なかった場合,ギリシア商人は多額の賠償金を請求し, これ
が不可能な場合はその土地を差し押さえて商人自身がその事実上の所有者となる事態が発生してい
る。9つ かくしてルーマニアのオスマン向け食糧供給は,ギリシア商人による特権商人としての穀
物買付とともに,その寄生地主としての穀物生産によつて,流通・生産の両面で二重に保証された
のである。
なおオーストリア治下オルテニアの平原地帯では,ハプスブルク帝国向け一次産品生産の発達に
対応したボイエールによる農民支配の強化を確認できる。すなわちオーストリア政府は上記1722年
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の人口調査により自由村落の広汎な存続が半U明するなか,むしろ市場需要に対応する効率的な食糧・
原料生産を志向し,既に1721年には自由農民のうち特に大型家畜を保有する階層に対して年間18日
の役畜賦役を義務付け,続く1722年には全ての自由農民に対して毎週1日 (=年間52日)の賦役義
務を導入している。●働かくしてオーストリア絶対主義下のオルテエアでは,ファナリオト体制下
のルーマニア本国におけるよりも一層高度な農奴制が形成されたのである。
また自由農村の残存する山岳地帯においては一般に小農民的経営が展開している。生産の基軸は
その地勢特性から牧畜・酪農にあるが,ファナリオト君主への貨幣形態による納税義務を充足する
べくその余剰産品の市場向け売却が発達し, とりわけカルパチア山系を媒介として各種産品が東欧
向けに輸出された。また穀物生産に関しては一般に外来品種のトウモロコシが主力作物となってい
るが,これはトウモロコンがオスマン本国では家畜飼料とされて食用穀物とされなかった故に輸出
規制の対象とはならず,かつその生産効率・栄養価はキビよりも高かつた故にルーマニア農民の主
要食物として普及し,重要な国内市場向け産品として成長したことによる。かくしてオスマン本国
(及びオーストリア本国)向けの組織的な穀物生産が展開された平原地帯とは対照的に,山岳地帯
では東欧市場及び域内市場と連関した農民経営を基盤とする小商品経済が発達したのである。●ω
② 公国財政の危機とルーマニア農奴解放
担税基盤の拡充を目的とするファナリオト君主の農民保護は,前述の財政・行政改革にとどまら
ず農地政策の領域にも及び,1740年代には一連の農奴解放が展開されている。
まずC・マヴロコルダートはワラキア君主として1739年ベオグラード条約のもとオルテニアの回
復と東西ワラキアの統一を実現した際,過去20年のオーストリア支配に伴い生じたオルト河を境界
とする土地負担の東西格差を解消するべく,1740-41年において賦役総量をまず年間24日に,最終
的にはその半分の12日に統一かつ縮小した。またモルダヴィア君主として1741-42年には特に教会
所領において同じく年間12日の賦役規定を導入している。これは年間10日程度の賦役が通例であつ
たムンテニア・モルダヴィア農民にとってこそ土地負担の漸増に相当するが,他方年間賦役が50日
を超えたオルテエア農民にとっては大幅な負担軽減を意味した。●ω
しかしながら続くM・ラコヴイタ治世の重税賦課により農民逃亡が加速したため,オスマン政府
は再度C。マヴロコルダートをファナリオト君主に任命し,1740年代後半において農奴解放が断行
された。
“
1)まず1746年にはワラキアで農奴解放令が発布され,農奴の人格的従属については無償
解放を規定しつつ,その土地負担についてはボイエールの既得権を考慮して有償解放方式を採用し,
国庫によるその支援を確認した。これによつて領主直営地をボイエール所領面積の三分の一に制限
して残りの三分の二を農民保有地とする一方,農民に一定金額 (10アクチェ)の支払による自由身
分の買戻を認可し,かくしてボイエールの農民支配を制限している。続く1749年にはモルダヴイア
において同様の勅令を発布した。その際に召集された全国議会において土着ボイエールは農奴解放
に強く抵抗したが,他方ブカレスト大司教ネオフィトNёophiteを筆頭にギリシア正教会はむしろ
君主の発案を支持している。その理由は領主の過酷な農奴支配がキリスト教の博愛精神に矛盾する
との人道的見地によるが,現実にはギリシア系新興ボイエールとともにギリシア正教会がファナリ
オト体制の支持基盤の一翼を構成していたこと,またルーマニア領外の本山に対して送金義務を負
う寄進教会にとって,オスマン政府への貢納義務を負う公国君主と同様,ボイエールの農民搾取を
輩制して担税基盤を維持することが死活問題であったこと,に由来すると言える。eD
かくしてルーマニアは当時の東欧諸国の中でもいち早く農民解放を遂行し,C・マヴロコルダー
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卜は「農民解放のパイオエア」a pioneer Of peasant live守,その農奴解放令はルーマニア「農奴制
の死亡診断書」Tactt de docSs du servageと称されている。しかしこの事業は,前記の行政改革と同
様,ボイエール階級が中核をなす公国君主=ボイエール=農奴関係の解体,すなわち君主が体制の
基盤として農民を直接掌握するファナリオト君主=農民関係の構築,を当面の課題とし, したがっ
てオスマン向け貢納義務に伴い逼迫した公国財政の再建を究極の目的としていたのであって,結局
のところオスマン帝国のルーマニア支配を補強するものであったことが留意されよう。
“
働
しかも以上の農民保護政策には限界も存在した。すなわちボイエールは農民解放への補償として
自己の所領に付着した特殊な農民範疇である家内隷農「scutehici」及びジプシー奴隷を旧来通り維
持することが認められた。他方ギリシア正教会・領内居留外国人は独自の家内奴隷「posluiiniCi」
を支配したほか,異民族奴隷「sluii」。「brcsiasi」も存在しており, これら各種隷民人口は両国全
体で30,000人以上に達している。e4)かくして,上記のフアナリオト君主=中産農民関係の形成に
よって旧来のボイエール=農奴関係が動揺するなか,これに代わるものとして新たにボイエール=
下層農民関係が形成されつつあつたと言えよう。
〔V〕 ロシア南下政策とモルダヴィア・ワラキア
18世紀前半段階にはなお均衡状態にあつたバルカン・黒海地域をめぐる東欧列強・オスマン帝国
の勢力関係は,世紀後半において前者の明確な優位によるオスマン領上の分割へと帰結する。
まずロシア皇帝エカチェリーナ2世 (在位 :1762-96年)は1768-74年の露土戦争と1774年キユ
チュク・カイナルジ条約のもと,クリム汗国の独立,黒海北岸 (ブグ=ドニエストル1可間)の併合,
オスマン領内ギリシア正教徒保護権の獲得,以上を実現した。
“
の対してオスマン政府はクリミア
出兵をもって抵抗するが敗れ,続く1779年アイナリ・カヴァク条約 Ainali Kavakにおいてクリム
汗国の独立が再度確認されている。●ω またオーストリア皇帝ヨーゼフ2世 (在位 :1765-90年)は
1772年の第一回ポーランド分割で獲得したガリツイアを既存の嶼領 トランシルヴァニアと連結する
べく,露土戦争における中立維持の代償として1774年にモルダヴイア北部ブコヴイナBucovinaを
併合した (前掲図 1)。●Dさらに嶼露両国は1781年秘密条約を締結し,ロシアによるモルダヴィア・
ワラキア両国の統合とロシア皇子を元首とする「ダキア帝国」Daciaの建設 (=「ビザンツ帝国の
復興」),及びオーストリアによるセルビア・ボスニア・ヘルツェゴビナ支配,以上の如き両国によ
るバルカン半島の東西分割 (所謂「ギリシア計画」Grcck Schcme)を策定している。これを後盾
としてロシアは1783年にクリミア半島及びコーカサス北部を占領し,翌1784年の新たなアイナリ・
カヴァク条約でその領有を承認された。
“
働
以上の如き東欧両国によるトルコ領上分割の成功は当該期に固有な国際関係にも強く依存してい
る。まずプロイセン国王フリードリヒ2世 (在位 :1740-86年)はポーランド分割におけるポンメ
ルン獲得の代償として両国の南方進出を支持し,またイギリスは18世紀前半対仏戦争における英露
友好関係の構築,1766年通商条約に伴う英露バルト海貿易の発展,及びロシア南下政策に伴う英露
黒海貿易への期待,以上を背景に好意的中立を維持した。とりわけ1768-74年露土戦争に際してC・
」・フオツクスFoxはバルト艦隊の ドー バー海峡通行やジブラルタル海峡寄港を承認するなど種々
の便宜を図つている。他方オスマン帝国の伝統的友好国たるフランスは,当初は軍事使節を派遣し
てその領土防衛を支援したものの, しかしイギリス包囲の手段としてむしろ七年戦争以来の仏換同
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盟や新たな仏露友好を重視した結果,1786年には軍事顧問団を撤収している。徽ωかくして今やい
ずれの列強も基本的に換露両国のトルコ領土進出を容認する立場を示したのである。
他方,北方における東欧諸国の進出は,南方におけるエジプトの離反傾向をも一層促進すること
になった。すなわちエジプト太守アリー・ベイ (在任 :1768-73年)はその就任直後における露土
戦争の勃発を機会に1769年に独立を宣言し,続く1771年にはオスマン帝国のアラブ支配の拠点をな
すシリア地方に侵攻している。その後1775年のメフメト・ベイ死去による無政府時代の開始とエジ
プト支配をめぐるムラト・ベイ=イブラヒム・ベイ相互の内紛に伴い組織的独立運動はむしろ停滞
するものの,いずれにせよエジプトの離反傾向は決定的となった。6の
以下本節ではロシア南下政策の攻勢を見る18世紀後半を対象に,オスマン帝国のルーマニア支配
体制の政治的 。経済的動揺とこれに伴うルーマニア農業の再編について検討しよう。
(1)ロシア南下政策とルーマニア国家
アーヤーン層の興隆により離反傾向が進むバルカン地域とは文す照的に,フアナリオト制度の導入
により高度な集権体制が構築されたルーマニア両国は,一連の露土戦争に伴い度々ロシア軍隊の占
領政策を甘受する一方,オスマン政府への従属を緩和されて次第に親露傾向を強め,当該期を通じ
てオスマン帝国の対露防壁からむしろロシア南下政策の前線基地へと転換することになる。
① 南下政策とロシア・ トルコニ重支配体制の成立
ロシアはまず1768年の露土戦争勃発に際してルーマ■アのキリスト教徒をオスマン支配から解放
する宣言を発し,1769年以後6年間にわたつて両国を占領した。1774年キュチュク・カイナルジ条
約においてロシアはルーマニア両国を返還したが,当該条約第16条ではその交換条件として,ルー
マニア両国の貢納義務を2年間免除し,それ以降は貢納年額を定額化すること, コンスタンチノー
プルにルーマニア両国の領事を設置し,駐土ロシア大使がこれを保護すること,以上が確認されて
いる。
“
1)この結果公国君主の選出にはロシア政府の意向が強く反映されることになり,実際1774
年にはモルダヴィア君主に親露派のグリゴレ三世ギーカ Grigore IΠ Ghica(モルダヴィア君主 :
1764-67,74-77年・ワラキア君主 :1768-69年)が,またワラキア君主にアレクサンドル・イプ
シランティAlexandm IPsilani(モルダヴィア君主 :1785-86年・ワラキア君主 :1774-82,96-97
年)が,それぞれ任命されている。
“
め また新帝アブデュル・ハミド1世 (在位 :1774-89年)はロ
シア政府の圧力のもと1774年ハッテイ・シェリフを発布し,これによリルーマニア穀物供給義務の
改善を約束するとともに,特権ギリシア商人を例外としてオスマン臣民のルーマニア入国を厳しく
規制した。63)
続く1778-79年の紛争に際してオスマン軍隊は上記条約の規定に反しルーマニア両国において多
数の略奪・殺象行為を展開したため,ロシア政府は1779年アイナリ・カヴァク条約のもと,規定金
額を超過する貢納賦課を禁止し,貢納金の支払は以後隔年毎に実施すること,ルー マニア両国にロ
シア領事を設置すること,以上を要求している。これを受けて1782年よリブカレスト (1792年より
ヤッシユ)にロシア領事が駐在し,これを媒介とするロシアのルーマニア内政干渉が可能となった。
なお続く1783年にはオーストリアが,また1785年にはプロイセンが,)贋次ルーマニア領事の設置を
承認されており,当該地域における東欧諸国勢力の伸張と排他的オスマン支配の崩壊は決定的となっ
た。
“
4)
さらに1783年クリミア半島をめぐる露土戦争の終結に際し,駐土ロシア大使A,S・スタキエフ
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Sttkiev/Y・I・ブルガヨフBulgakovはヴアチカン公使H・ラトキールRathkealとともにトルコ
政府の過重なルーマニア支配を非難し,その早急な改革を要求している。対してトルコ政府はルー
マニア両国における親露傾向の発生を警戒しつつ1784年勅令を発布してルーマニア統治の改善を約
束し,貢納年額を緩和するとともに返ネし金制度を廃止すること,ルー マニア両国の穀物供給義務を
緩和すること,フアナリオト君主の頻繁な交代を自粛すること,以上を確認している。65)またこ
れに前後する1783年・85年勅令ではオスマン官僚のルーマニア入国が再び制限されている。60
以上の過程を経てロシア政府はフアナリオト君主の人事を左右するとともにルーマニアの対土貢
納・穀物供出義務を抑制し,オスマン帝国のルーマニア支配体制は大幅に制約された。かくしてルー
マニアにおけるロシア・トルコ両国の二重「保護」prOtectoratc体制が成立したのである。
② 啓蒙思想とボイエール階級
ロシア政府は対土外交を通じて形成したルーマニア支配を維持するべく,ギリンア商人出身の新
興ボイエール及びギリシア正教など国内有力勢力との友好関係を重視し,ロシア支配体制に対する
支持基盤の構築に努めている。その有効な手段とされたのが売官制度による親露貴族の創出であつ
た。しかし歴代ファナリオト君主は露土戦争前夜の1760年代においてむしろ官職売買の蔓延を規制
する法令を発布しており,ワラキア君主シュテファン・ラコヴイタStefan Racovita(在位 :1764-
65年)が1764年に外国人の貴族身分取得を制限する一方,モルダヴィア君主グリゴレ三世ギーカは
1766年に一般市民の貴族身分買収を禁止している。対して1768-74年露土戦争の終結に伴いロシア
政府の圧力のもと発布された1774年ハッテイ・シェリフではギリシア系外来ボイエールに文↓して貴
族身分の権利を付与することが承認され,これを受けて親露派のワラキア君主A・イプシランテイ
は貴族制度改革を実施し,高級官職を19から30へと拡大するとともに,貴族身分の編成を従来の三
階級から五階級構成へと拡充した。なおA・イプシランティはエカチェリーナ2世の啓家専制主義
に触発されつつ,「神により統治を委託された君主の義務は人民の幸福をおいてほかにない」と主唱
し,1780年には旧来のビザンツ法から脱却した最初のファナリオト法典と言われる「Pravihiceasca
Condica」を編纂したことで知られる。6つ ただしその真意は,ロシアを後盾とするファナリオト体
制を維持するべく中産農民を保護して土着ボイエールを牽制することにあつたと思われ, したがっ
て新興貴族を創出して土着ボイエールを圧迫する貴族制度改革と同一の効果を持ったと言えよう。
続くニコラエ・マヴロコルダートNicolac MavЮcordat(在位 :1786-90年)は有産市民への大規
模な貴族身分売却を行い,1786-87年度には総計266,500ピアストルの国庫収入を確保するととも
に大量の新興貴族を創出した。この結果富裕ギリシア商人の貴族身分獲得が再び進行し,これら外
来ボイエールがロシア支配体市1の基盤として機能することになる。6働
かかる状況のもと,土着ボイエールのうち特に上層の階級は自らギリシア言語・思想・服飾習慣
を摂取して「ギリシア化」Hellenizationし,ルー マニアに帰化したギリシア人ボイエールとともに
高級官職を独占し,フアナリオト体制の支配階級として成長している。しかし他方で主に中小ボイ
エールに帰属する土着の知識階級は,ギリシア貴族の台頭により社会的地位を後退させる一方,ギ
リシア人を媒介として摂取した啓蒙思想に触発され,独自の改革構想の作成や外国政府への請願と
いった文筆・思想活動に新たな活動の舞台を見出している。1769-1830年における計画書・請願書
の総数は判明しているものだけでも合計208を数え,その内容はほぼ以下の通りである。
“
9)
まず請願全体の大半を占めるのはルーマニア両国の外交政策に関してであるが, とりわけ露土戦
争におけるロシアの勝利とトルコの敗退を背景として,旧来のフアナリオト制度の解消とルーマニ
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ア国家の独立を求める運動が発生している。なかでもM・カンタクズィノcantacuzinoはエカチェ
リーナ2世に対して,ルー マニア両国がロシア南下政策を援助した代償として,ロシアがルーマニ
ア独立を支援するよう度々主張している。他方その従兄E・バカレスクBacarescuは, ロシアが
1774年キュチュク・カイナルジ条約においてカンタクズィノの要求するルーマニア独立を拒否した
のみならず,むしろ自身の南下政策の足場としてルーマニア支配を画策していることを察知しつつ,
かえってオスマン宗主権下における自治制度の回復を提唱している。
“
0次に高い比重を占めるの
はルーマニア両国の内政改革に関する陳情である。その多くはルーマニア国制としてヨーロッパ型
の君主政体を理想とする点で一致するが,その際旧来の実績を評価しつつファナリオト君主の啓蒙
専制主義 enlightened despotismを温存するものに加え,むしろフアナリオト君主の権力をボイエー
ル代表議会によつて抑制する身分制国家の構想も散見される。特にモルダヴイアの有カボイエール
はロシア占領下の1769-70年においてフアナリオト君主の廃位とボイエール共和国の建設を求める
請願をエカチェリーナ2世に送付しており,続く1782年には「在地ボイエール連合」UniOn of the
native boyalsと称するボイエール国家 boyar statcの構想を策定している。
“
1)対して社会改革に関
する請願は極めて少なく,農民問題を扱うものが5編,市民階級を対象とするものが3編,それぞれ
数えられるにとどまる。そのなかには重農主義の理論に依拠した農民保護の主張も確認できるが,
多くのボイエールはむしろ農民支配の強化を志向している。
“
のかくしてボイエールの改革構想は
対外的・政治的にはロシアとの紐帯の形成とオスマン勢力の排除を志向しつつも,国内的・経済的
には農民支配の強化を志向し,あくまでボイエール体制の再建を意図していたと言えよう。
(2)ロシア南下政策とルーマニア海外貿易
18世紀前半のフランス重商主義に伴うバルカン西岸地帯の世界市場編入にもかかわらず,高度な
黒海貿易独占によるルーマニア貿易統制のもと強固に維持されてきたオスマン帝国経済は,ロシア
南下政策に伴う黒海貿易の開放により漸く解体へと向かう。換言すればここにオスマン帝国は旧来
の自律的「世界帝国」としての地位を喪失し,以後世界経済の周辺地帯への「組込」が進行する。
(63)
① ロシア南下政策と黒海貿易の始動
ロシアはバルト海貿易を補完するべき南部農業地帯の穀物輸出販路として黒海・両海峡経由の地
中海進出を切望しており,エカチェリーナ2世の一連の対土戦争を通じて黒海貿易への参入を漸く
実現した。まず1774年キュチュク・カイナルジ条約の第11条によリロシア商船は黒海・ドナウ河・
ボスフオラス海峡 (黒海=マルマラ海)の自由航行を承認され,また1779年アイヴアリ・カヴアク
条約の第6条では対象船舶の基準に関する規定が補完され, さらにクリミア半島併合に伴い締結さ
れた1783年露土通商条約ではダーダネルス海峡 (マルマラ海=地中海)航行を承認されるとともに,
3%関税を除く追加課税の免除を承認された。かくしてロシアは西欧諸国に先駆けて両海峡自由航
行権を獲得し,黒海経由での世界市場進出を実現したのみならず,同時に西欧諸国に優越する関税
制度をも適用され, トルコ海外貿易における優位をも確立したのである。
“
。以後1778年にはドニ
エプル河口に港湾都市ケルソンKhcrsonが,続く1794年にはブグ=ドニエストル河間の黒海沿岸
にオデッサ odessaが建設され,黒海貿易に精通するギリシア商人の入植が奨励されるとともに,
ウクライナから黒海北岸に至る平原地帯では現地に駐在する武官・官僚の大土地所有が認可され,
輸出向け生産を目的とした穀物生産が展開されることになる。
“
D
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他方オーストリアは国内産業の育成政策と平行しつつ,その製品販売・原料供給市場としてドナ
ウ河乃至アドリア海経由でのバルカン進出を重視し,既にマリア・テレジア時代の1759年には「レ
ヴァント・テメスヴアル商事会社」Levante‐ulld Temesvarer Httdelskompagnieが, またヨーゼフ2
世治世の1775年にはトリエステ拠点の「オーストリア東インド商事会社」Osterreichisch―ostindische
Handelskompagnieが,それぞれ設立されている。とりわけ1770年代後半にはロシアの黒海貿易開
放と自身のブコヴイナ併合を契機にドナウ河・黒海経由の進出が志向され,1776年にはR・シュター
エンベルグ伯爵 Starhembergとギリシア商人E・ リッツォRIzosとの間でマケドエア産タバコのロ
ンバルデイア向け輸出,及びマケドエア'テッサリア産原綿・生糸のオーストリア向け輸出に関す
る提携関係が構築された。続く1777年にはオーストリア政府の支援のもとフォン・フリース男爵
von F?es/D・ツェパロヴイツチZepharovich/N・パツアッツイPatsatsiらが「フリース・オリ
エント商事会社」O?entalische Friesische Handlungs―Comp gnieを設立し,現地ギリシア商人 (U・
コーツアKoatza/A・H・ゲオルグGeorg)と提携しつつ,セレスseres原綿 。ワラキア羊毛の輸入
取引を進めている。さらにロシアのクリミア半島併合を機会に1784年には壊土通商条約が,翌1785
年には喚露通商条約力潮贋次締結され,オー ストリアに対しても黒海通商利権が認可された。
“
0
フランスは対英戦争の敗戦と主要植民地の喪失により通商政策の再編を迫られるなか,1786年英
仏通商条約によつて重商主義から自由貿易への移行を試みる一方,英蘭両国が優勢なバルト海貿易
に対抗する手段として黒海経由の仏露通商に関心を強めた。なかでもルーアンのル・ジャンドル商
会Lc Ccndreは『仏露通商に関する覚書』И歩″ο滋 ∫ク′たc"防θκθ溌 彦 E■鶴ιθ αッθCみ沢パ∫,9
(1783年)を発表して対露貿易の意義を主張しており,オスマン帝国への対露軍事支援をうち切つ
た翌年の1787年には仏露通商条約が締結されている。この結果フランスはイギリスからロシアの最
恵国貿易相手国としての地位を奪取するとともに,ロシア国旗のもと両海峡を通じた黒海貿易への
参入を実現した。
“
の同時に黒海貿易の一環としてポーランドとの通商関係も発達している。ポー
ランドは1772年の第一回領土分割によってバルト海沿岸ポンメルンを喪失し,港湾都市ダンツィヒ
との連絡を断たれたため,以後新たな販路として黒海方面への進出を志向していたのである。かく
して1780年代を通じて黒海北岸にフランス商館が設置され,なかでもアントワン商会 Anthoineは
ケルソン=マルセイユ貿易のみならずポーランド=マルセイユ貿易をも展開している。
“
働
イギリスは対仏戦争の勝利と植民地帝国の形成によリー 時レヴァント市場から撤退していたが,
アメリカ植民地の独立に伴い一転して英仏自由貿易を志向するとともにレヴァント貿易への回帰,
とりわけ黒海貿易の開拓を追求することになった。とりわけ駐土大使R・アインスリAinslie(在任 :
1776-94年)は黒海貿易に関する一連の調査活動を展開し,1782年の本国宛報告では黒海沿岸地域
がいずれも重要な船材=国防資源たるオーク材 (マスト用)。麻・亜麻 (ロープ用)・鉄を大量に
供給する能力をもつこと, しかるにこれら一次産品の多くは現在フランスに供給されており,その
海軍増強に寄与していること,を指摘している。
“
の また英露バルト海貿易の拠点であるスコット
ランド出身の技師S・ベンサム (功利主義者J・ベンサムの弟)は1780年代にロシア現地に滞在し,
エカチェリーナ2世との謁見によリウクライナの鉱山開発や黒海艦隊の整備に従事する機会を得た
のであるが,その際親族への書簡において黒海貿易が北米植民地の代替市場になりうる可能性を示
唆している。。ω以上の海外市場構造の変化を背景にW・ピットPitt he Younger(在任 :1783-
1801年)は英露貿易の振興に努め,1766年通商条約が満了する1786年にその更新を求めた。しかし
ロシア政府は一連の対土戦争におけるイギリスの中立にむしろ失望し,これを拒否して上述の1787
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年仏露通商条約を締結している。かくして黒海貿易をめぐリイギリスと露仏両国との鋭い対抗関係
が生じ,●D以後新規のバル ト海市場としてむしろポーランドが注目されることになる。。D
② オスマン黒海貿易独占の解体とルーマニア穀物貿易統制の緩和
前述の如く18世紀第3四半期においてコンスタンチノープルの食料価格は安定した推移を示して
いたが, しかしムスタファ3世治世後半における一方での1768-74年露土戦争はオスマン軍隊の兵
糧需要を増大させ,他方での1769年エジプト反乱は首都向け穀物供給を停止させ,かくして深刻な
食糧危機が発生した。この結果1769-74年にはコンスタンチノープルで,また1770,75・8年には
内陸地方都市 (モスル,デイヤルバキル,バグダード,アレッポ)で深刻な飢饉が発生し, ドラク
マdrachmes当たリパン価格は18世紀を通じて1アスプルから3アスプルまで,またキラ当たり大麦
価格は18世紀前半の13パラから1758年には38パラ,1769年には4ピアストル,へとそれぞれ高騰し
た。かかる事態に対処するべくオスマン政府はドナウ平原からの穀物調達を強化し,1769年にはワ
ラキアは平年の三倍もの穀物供給を,またモルダヴィアはドユエストル・ホーティンHOtin・ベン
ダー Bcnder駐留オスマン軍隊への兵糧供給を,それぞれ要求され,1772年8月だけで両国は
260,000キラの穀物を供給することになった。。働
新帝アブデュル・ハミド1世は1774年キュチュク・カイナルジ条約によリロシア商船に黒海自由
航行を許可し,ここに二世紀に及ぶオスマン帝国の黒海貿易独占体制は解体する。のみならず同帝
はロシアの圧力により発布した1774年ハッテイ・シェリフのもと,ルー マニア穀物貿易に関して以
下の点を確認している。すなわち,①トルコ
政府 ,公国君主発行の通行許可証を携帯しな
いオスマン商人のルーマニア入国禁止,②オ
スマン商人のルーマニアにおける土地・家屋
所有,農場経営,農民支配の禁止,③農民が
備蓄を行えない場合における穀物・羊肉の安
価供出の禁止,④手付け金制度の禁止,以上
である。かくしてルーマニア両国は各種供出
義務が抑制され,羊・穀物・木材とも旧来に
おける一定総量の強制納入義務は解消される一方,いずれもオスマン政府による市場価格での買上
と公国財政による運搬経費の魚担とが規定されている。また1775年にはコンスタンチノープルの食
糧需要が充足している場合に限り,かつスルタンの同意を条件としてルーマニアの自由な穀物輸出
が認められ,穀物の自由通商が断続的に開始された。しかしルーマニア穀物の取引は依然オスマン
政府指名の特権ギリシア商人のみに許可され,一般商人の穀物取引は制限された。等4)
しかし続く80年代に入ると1783年対露戦争に伴う黒海貿易の撹乱と兵糧需要の増大を背景に1782-
83年冬期にはコンスタンチノープルにおいて食糧危機が発生し,表9の如く当該期を通じて主要食
料価格はほぼ倍増している。ここにオスマン政府は上記1774年勅令を無視しつつルーマニア通商規
制を再度強化し,ギリシア特権商人による国定価格での穀物買付,及び木材・硝石 (火薬原料)の
輸出禁上を復活するとともに,両国に対して首都人口向け食糧・バルカン駐留オスマン軍隊向け兵
糧として例年を上回る食糧供給を要求した。オーストリア領事ライセヴイッチRaicevichの報告に
よれば1783年にルーマニア両国が無償供出した穀物総量は700,000-800,000キラヘと激増し,加え
て年間100,000キラの穀物が輸出されたと言われる。しかも同年ワラキアは1782年の干魃・害虫被
表9:オスマン食糧価格の動向 1756-95年
単位 :パラ
牛肉 0
子牛 9 4
羊肉 6
子羊 8
パ ン 5
大麦
〔典拠〕C,Issawi,ψc″ p337
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害によつて農業生産に大きな打撃を受け,首都プカレストが深刻な食糧危機に直面していたため,
君主エコラエ・カラジヤNicolae Caragea(在位 :1782-83年)は必要総量の穀物をまず嶼領 トラ
ンシルヴァニア・隣国ブルガリアから8ピアストル/キラの市場相場で買い付け,これを5ピアスト
ル4パラ/キラの国定相場でオスマン本国へ再輸出することにより穀物供給義務を遂行している。
またモルダヴィアはコンスタンテイン・モルズィcOnstanth Moruzi(在位 :1777-82年)のもと
戦前水準を上回る穀物を供給したものの,次代アレクサンドル・マヴロコルダートAlexandru
Mavrocord疵(在位 :1782-85年)はもはやオスマン政府の過剰な要求に応じず,要求された穀物
総量の三分の一を提供するにとどまっている。9働
戦争終結に伴いオスマン政府は1784年アイナリ・カヴァク条約によつてロシアにクリミア半島を
割譲する一方,駐土ロシア大使の要請のもと1783-84年勅令を発布してルーマニア穀物貿易の原則
を再び緩和し,①穀物・羊肉供給における公式供出と自由取引との区別,②後者における市場価格
での現金買上,③オスマン政府による輸送経費の負担,以上を確認した。これを受けてモルダヴイ
ア君主A・イプシランテイは1787年勅令を発布し,オスマン商人の通商活動に関して,①無償略取
の禁止,②滞在地域の限定 (市場・港湾及び地方当局の指定する地区),①家畜飼育のための冬営
地所有・居住の制限,④買付作物の運搬経費の負担,以上を規定した。これらの義務に対してオス
マン商人は連帯責任を集い,その違反の場合は同職組合から追放されるものとした。この結果モル
ダヴイアでは,現地で商業活動を認められるオスマン商人は,コンスタンチノープルの司法当局に
登録される蜂蜜商人 (balgi)9名,油脂商人11名,小麦商人17名,以上に限定された。。ω
以上の如き黒海貿易独占の解体とルーマニア貿易統制の緩和によるオスマン食糧供給体制の崩壊
は,ロシア南下政策に伴う黒海北岸の喪失とファナリオト体制の変質を経済的に体現するものと言
えよう。換言すれば旧来黒海・ルーマニア穀物貿易の独占に立脚してきたオスマン帝国経済はまさ
にここにおいて解体し,以後その世界市場への本格的編入が開始されることになる。ただし他方では
特権ギリシア商人がロシア支配体制の支持基盤として機能した故にその黒海・ルーマニア貿易独占
はむしろ温存され,帝都を中核とする独自の域内通商体制が依然維持されたことは留意される。。め
(3)ロシア南下政策とルーマエア穀作農奴制
ロシア南下政策の結果,一方におけるオスマン黒海貿易独占の緩和はルーマニア農業に市場向け
生産への刺激を与え,他方におけるファナリオト君主の啓蒙専制主義は農民利害に配慮した農業政
策を志向させ,18世紀第4四半期においてルーマニア農業は一定の再編を見ることになる。
① 小商品経済の発達と分益小作制の生成
まず当該期における一連の露土戦争に伴い,平原地帯の領主経営は大幅に再編されることになっ
た。第一に断続的な戦争状態の結果,ルー マニア両国の自由農民は戦時には安全な山岳 。丘陵地帯
へと避難する一方,平時には肥沃な平原地帝に帰還する傾向を強め,表10の如く平原諸州では激し
い人口変動が生じている。このため組織的な賦役を前提とする大規模な所領経営は物理的に困難と
なった。。働実際,表11によれば1768-74年露土戦争期を通じて穀物生産に占める領主直営地の比
重は一層の減少を示している。。の また第二に一連の対外戦争によリオスマン軍隊向け・コンスタ
ンチノープル向け穀物供出が強化されたが,これらは規定の独占価格で提供されたがために収益率
は低く,領主は次第に生産作物の重点を安価な公定価格を強制される穀物から一層の収益が見込ま
れる商品作物へと転換することになった。表12によれば平原各地の修道院領ではルーマニア国内市
本丁落 1777 l
1lfov
‐‖r分lβくti 6
FIIndillezュ
∩herohiin 11 111
Borusul 236
Vlasca
Bstoaia
Obislav
Babelc
Patronia
4
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表10:ワラキアにおける農村世帯 1773-92年         (単位 :戸)
〔典拠〕S Columbean■,ヮι″,pp 39-43.
表11:ワラキア穀物生産における領主直営地・農民保有地の比重関係 1772-80年 (単位 i cezvert)
〔典拠〕S Cdumbeanu,ψι力,,pp.83-87
表12:ワラキアにおける穀物生産の動向 1772-89年     .(単位:cezver0
〔典拠〕S Columbeanu,9p.c力.,pp.66-68.
表13:領主所領収入内訳 1770-90年度平均       (単位:ターレル)
修道院 年度 穀物 佃 主 の 」 代 収 人 農民保有地の生産総量
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鳥取大学教育地域科学部紀要 地域研究 第5巻 第1号(2003)
場で需要の大きいトウモロコシが最大の作付穀物となっており,オスマン本国向けに生産される小
麦はもはや副次的な地位を占めるに過ぎなかったことが判明する。また表13の示す領主の経営状況
を見れば,酒類が依然最大の市場向け商品である一方,穀物の地位は大幅に下落し,むしろ酪農品
や果物,及び繊維原料 (麻)といった産品が新たな換金作物として成長しつつあることが確認でき
る。偲ω さらに第三に対外戦争に伴う戦火を回避するべくボイエール自身が農村地帯から首都ヤッ
シー・ブカレストはじめ主要都市へと移住する傾向を示した。この結果ボイエールは領主直営地を
漸次縮小し, したがつてまた地代として必ずしも農民の労働行為を要求せず,むしろ貨幣又は換金
作物の提供を以て満足し,かくして不在地主に転化する傾向を示すことになった。●1)
他方,以上の過程は同時に農民経営の発展を促進することになった。山岳地帯では既に18世紀前
半において,その自然条件から組織的な賦役や大規模な穀作が不適であつたことに加え,カルパチ
ア山脈を媒介とした東欧向け商品取引が進展していたことにより,貨幣経済の浸透に伴う封建的土
地負担の解消が進行していたが,18世紀後半には平原地帯を含むルーマニア全土でかかる現象が進
展している。
“
の これは長期紛争と貨幣減価によリオスマン穀物市場が騰貴する一方,一連の講和
条約に伴うルーマニア通商規制の緩和のもとこの高騰した市場価格でのオスマン向け輸出が実現し,
さらにはキュチュク・カイナルジ条約に伴う黒海貿易の開放によつて一層有望な市場価格での欧州
向け穀物輸出が解禁された結果,ルー マニア農民が貨幣獲得の機会として次第に市場向け穀物生産・
輸出に関心を示し始めたことによる。偲働かくしてほぼ1770年代以降,ルー マニアでは中小農民の
商品作物生産とその余剰貨幣の蓄積が急速に展開し,農奴による封建負担の金納,さらにはその買
戻が進行している。ω。前掲表13は領主の地代収入において金納賦役が中核的位置を占めたのみな
らず,所領収入全体においても酒類に次ぐ地位を獲得しつつあったことを示している。
以上の如きボイエールによる直営地経営の弛緩と農民の経済能力の上昇を背景に,当該期にはボ
イエール所領において小作契約affcmageが広汎に発生する。前掲表13によれば,PatrOtta修道院
領の地代収入として旧来の金納地代とは別枠で小作料収入が計上され, とりわけ70年代後半-80年
代前半には相当の比重を占めていることを確認できる。この小作契約には大別して二種存在する。
第一は旧来より存在する関係であり,ボイエールと借地農les femicrs de mёtierとの契約である。
この場合借地農はボイエールから所領経営を請け負い,領内に居住する農民を組織的な労働者とし
て編成し,法的に可能な範囲で最大限の賦役義務を徴発しつつ,大規模・効率的な農業生産を行つ
た。その出自の多くは既述の如く特に穀物輸出に従事するギリシア商人にあつたが,同時に小商品
関係の発達により経済能力を強化した一部の自由農民も借地農に転化したと推定される。第二は当
該期に新たに発生した関係であり,ボイエールと直接生産者,すなわち領内に居住する賦役義務農
民paysans corv6ablcsとの契約である。この場合,旧来の支配=従属関係を内包するボイエール=
農民関係とは異なり,両者は対等な立場のもと3年程度の短期借地と貨幣による地代納入を原則と
する契約を締結し,その地代魚担は基本的に旧来の賦役慣行を超過しない範囲で軽微に設定された。
●Dこの傾向はまずワラキアで,次いでモルダヴイアで進行し,以後19世紀中葉までにワラキアで
は半分近くの土地が,モルダヴイアではそれ以上の土地が,ボイエール領主から各種借地農へと委
託され,農民の小土地保有に立脚する分益小作がルーマニア農業の主要形態となる。チロットは公
国君主の財政利害に伴う18世紀前半以前の「担税農奴制」Fiscal Serfdomと区別しつつ,18世紀後
半以降の市場利害に由来する分益小作を特に「穀作農奴制」Cereal Serfdomと呼称している。偲ω
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② 農民保護立法の整備と分益小作制の定置
以上の如き広汎な分益小作の成立に伴い,限られた耕地の借地をめぐり小作農と巨大借地農との
対抗が発生することになった。すなわち農民は領主と小作契約を直接締結することによって規定の
小作料を除くあらゆる土地負担の回避を選好したのに対し,領主はむしろ巨大借地人との借地契約
によってさらなる地代収入の確保を志向したのである。他方ファナリオト君主自身は,農民を体制
の基盤とするべき東欧諸国の啓蒙専制主義に触発される一方,世紀前半における人口・vin少の経験か
ら過重な土地負担が農民逃亡を再び招来する危険を認識しつつ,農民の優先借地権 le drOit de
pおemptiOn pour lちfferlnageを保護する傾向を示した。かくして当該期には土地問題に関する領主・
農民利害を調整する各種の法令が発布されている。
まずモルダヴィアでは1766年,君主グリゴレ三世ギーカが年間12日の賦役義務をあらためて確認
しているが,その際に封建的特権の縮小を警戒するボイエールの要請を受けつつ,1日当たり最低
労働総量 nOttmeとして実質2-3日を要する労働を規定し (所謂「ナート制度」mart),実質的な賦役
日数は年間30-40日に達した。続く1767年,後任のグリゴレ・カリマキGrigore CЛlimachi(在位 :
17ol-64,67-69年)はやはリボイエール利害を考慮しつつ1日当たり労働総量をさらに引き上げ
ているが,他方農民の村外逃亡を回避するべく,ボイエール所領での小作契約における農民の優先
借地権を史上初めて保証している。●り また1775年,君主グリゴレ三世ギーカは,ボイエールの固
執する年間24日への賦役延長の要求を受けて各種の追加労役 (ダム修理・灌漑作業・水利関連事業)
を承認したものの,賦役日数の拡張についてはこれを5日にとどめている。しかし続く1777年には
ボイエールに市場価格での自由な穀物取引を承認する一方,農民による自由取引は禁止し,かつ年
賦役をさらに2日延長 している。●働 最終的に1785年, アレクサンドル・マヴロコルダー ト
Alexandm MavЮcordat(在位 :1782-86年)は農民の優先借地権を廃止している。ωω
他方ワラキアでは君主A・イプシランティが1768-74年露土戦争に伴い逃亡した農民の帰還を奨
励しつつ,1776年にはモルダヴィアの先例にならって農民の賦役負担を年間12日に設定するととも
に, これを1ズロチz10t(=30パラpara)の定額で代納することを承認し,旧来の賦役慣行を維持
している。続く上記の1780年法典では、やはり旧来の慣行を尊重しつつ,領主の小作契約における
農民の優先借地権を初めて公式に承認するとともに,上記の法定賦役日数を下回る水準での小作契
約の締結を承認している。この1780年法典はその後法令が改正される1818年まで38年にわたってワ
ラキア農地制度の法的基礎として機能しており,かくしてワラキア農民の賦役義務は実質年間6日
程度にとどまっている。⑬ω
以上の如くルーマニアにおける小作制度は,次第に領主利害が保護されることになったモルダヴィ
アでは巨大借地農の優位のもと,逆に農民利害を考慮する立法を見るワラキアでは小農民に立脚す
る分益小作を主流として,それぞれ展開することになる。かかる対照性はロシア南下政策に伴い発
生したルーマニア農業社会の一定の格差,すなわち北方のモルダヴィアではロシアと国境を接する
故に南下政策の影響も大きく, したがってその支持基盤をなすギリシア系新興ボイエールの利害が
保護されたのに対して,南方のワラキアではドナウ河を擁するが故に黒海貿易開放の恩恵を強く受
け, したがって農民の経済能力の伸張が顕著であったことによると思われる。
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〔V〕 フランス革命=ナポレオン戦争とモルダヴィア・ワラキア
18世紀末から19世紀初頭に至るオスマン帝国の対外関係は基本的に前節にて検討した
如き露土関係を基軸に把握することができる。ただし当該期の露土関係は特にフランス
革命に伴うヨーロッパ諸国の干渉戦争に強く規定されて展開する故,ここで節を改めて
検討することとしよう。ωl)
まずロシアのクリミア・コーカサス支配に対して現地イスラム教徒は トルコ政府の軍事支援を受
けつつ抵抗したため,換露両国は1787年に再度の対土戦争を開始した。これに対してイギリスは,
アメリカ独立戦争 (1775-83年)に対する武装中立同盟の形成以来,対露関係が冷却したのみなら
ず,アメリカ植民地喪失に伴うインド・レヴァント市場の重視と英露通商条約失効に伴うポーラン
ド市場への注目によリロシアの黒海進出を警戒し,ピット内閣は武力介入の動きさえ示 した。⑬"
だが1789年のフランス革命勃発に伴い,オー ス トリア新帝レオポル ト2世 (在位 :1790-92年)は
1791年シストヴァ条約のもと,またロシアも1792年ヤッシー条約のもと,それぞれ講和して対土戦
線から撤退する。しかも第一回対仏同盟の形成で孤立したフランスが対土関係を強化しており,か
くしてトルコ領土の分割は回避された。ただし1797年カンポ・フォルミオ条約において仏嶼戦争が
終息すると,両国は土領アドリア海沿岸の南北分割を実施し,仏土関係は急速に冷却する。。D
続く1798年,フランス総裁政府はイギリス東方貿易を撹乱するべくトルコ属領エジプトヘ遠征し,
ここに旧来の仏土友好関係は解体して仏土戦争が勃発する。対してイギリスはレヴァント地域から
フランス勢力を駆逐するべ く,1799年において喚露両国との第二回対仏同盟とともにその一角とし
て英露土三国同盟を形成した。かくして旧来敵対してきた露土両国は一転 してトルコ領土の防衛及
びロシア軍艦の海峡通行を相互に承認することになった。以上の紛争は1802年アミアン和約により
終息し, トルコ領土のさらなる分割は当面回避された。①り
さらに1806年,フランス第一帝政はヴェス トファーレン諸邦をライン同盟に編入し,対して英普
露三国は第四回対仏同盟を組織する。その際ナポレオン1世はロシアを挟撃するべ く再び仏土関係
を1雰復 して軍事同盟を形成し,ここにナポレオン戦争の一角として露土戦争が再発 した。 しかも
1807年テイルジット条約により普露両国が敗戦すると,フランスはもはや不要となった仏土同盟を
解消したのみならず,むしろ大陸制度加盟の代価として1808年エルフル ト条約のもとアレクサンド
ル1世 (在位 :1801-25年)にルーマニア支配を承認し,かくしてロシアの トルコ領土分割を黙認
することになった。。5)他方イギリスは普露両国の対仏同盟離脱 。大陸制度加盟により政治的・経
済的に孤立するなか,1809年ダーダネルス条約によつて英土同盟を形成し, トルコ領土防衛を支援
した。⑬①最終的にナポレオンのモスクワ遠征計画を察知したロシアは急遠1812年ブカレス ト条約
を締結して講和するが,代償としてモルダヴィア北部のベッサラヴイア (ドニエストル=プルー ト
河間)及びドナウ河日のキリア水道 Kllia Chamelを獲得している (前掲図 1)。⑬D
なお以上の対仏戦争はロシア遠征の失敗と解放戦争の展開を経て1815年ウイーン会議で終結する
が,オスマン帝国はこれに参席せず,バルカン半島はウイーン体市1の対象タトとされた。かくしてヨー
ロッパ大陸における反動体制 。平和回復とは対照的に,バルカン地域は民族運動の温床となるとと
もに, トルコ領土をめぐる東方問題は後にヨーロッパ安全保障の危機を招 くことになる。①働
以下本節では一連の対仏戦争を通じた一方におけるロシアのルーマニア支配強化と他方における
イギリスの黒海市場進出を見る18世紀末-19世紀初頭を対象に,オスマン帝国のルーマニア・黒海
支配の実質的解体,及びこれに伴うルーマニア農民問題の帰結について検討しよう。
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(1)フランス革命=ナポレオン戦争とルーマニア国家
フランス革命の結果,干渉戦争の展開と連動しつつロシアのバルカン進出が進行する一方,自由
主義思想の流布を通じてバルカン住民の民族意識が覚醒し,次第にバルカン民族はロシア後援のも
とオスマン支配からの脱却を志向することになる。かくしてまず1804年。15年にはセルビア蜂起が
発生し,またギリシア人は1814年に黒海貿易の拠点オデッサで秘密結社「友愛同盟」(フイリキ・
エテリアPhillki Etai工a)を組織しつつ,1822年に独立戦争を開始する。対してルーマニアではロ
シアとの政治的紐帯や民族意識の高揚が同様に確認されるにもかかわらず,ファナリオト制度のも
と高度なギリンア支配体制が存在していたが故に,その展開は全く異なる様相を示すことになる。
① 干渉戦争とロシア・ギリシアニ重支配体制の成立
革命戦争に伴うオスマン支配体制の動揺は何よりも露土国境に位置するルーマニアにおいて最も
顕者に確認される。1787-92年の対外戦争ではモルダヴィア・ワラキアは開戦直後よりそれぞれロ
シア・オーストリアにより占領され,オスマン政府は1791年シストヴァ条約・92年ヤッシー条約に
より全てのルーマニア占領地を回復したものの,その条件として1774年,79年,84年の先行三大条
約に規定されるルーマニア関連条項の遵守と,条約締結後2年間の貢納義務免除を受諸し,かつ講
和の代償としてセリム3世 (在位 :1789-1807年)は1 92年「新法」New Lawを発布してルーマ
ニア支配の改善を約束している。⑬"他方仏土関係の強化を背景に,1796-98年にはフランスがルー
マニア両国における領事設置を承認されている。
また1798-1802年の対仏戦争では英露両国により軍事支援を提供されたものの,その代償として
1802年アミアン条約では同盟諸国にルーマエア内政に関する種々の権利を承認している。まずアレ
クサンドル1世は,①公国君主の在任期間を原則7年に設定して頻繁な公位交代を自粛すること,②
公国君主の解任にはロシア政府の事前の承認を必要とすること,①1773年以降に導入された各種の
新税を廃止すること,④全ての公国官僚は在地ルーマニア人より登用すること,以上を要請してい
る。この結果, ともに親露派のアレクサンドル・モルズイAlexandru Moruzi(モルダヴィア君主 :
1792,1802-06,06-07年・ワラキア君主 :1793-96,99-1801年)がモルダヴイア君主に,また
コンスタンチン・イプシランティcOnstantin lpsilanti(在位 :1802-07年)がワラキア君主に,そ
れぞれ就任している。(10ωかっセリム3世は1802年ギュルハネ勅令を発布し,①ボイエールの特権
を回復・強化すること,②ルーマニア公国君主は7年任期とし,オスマン政府による任免はロシア
政府の同意・助言を必要とすること,以上を確認し,またオスマン臣民の入国規定を再度強化して
いる。(101)かくしてルーマニア内政の基盤たる公国君主の人事権は実質的にオスマン政府からロシ
ア政府へと移行し,オスマン帝国のルーマニア支配は大幅に後退した。00D他方イギリスは駐土大
使T・エルギン卿Elginを通じてルーマニア領事の設置を要求し,1802年にはF・サマラーSumlnerer
が初代領事として派遣されている。この結果,旧来東欧諸国にのみ認められてきた領事設置権が西
欧諸国にも開放され,ルー マニアを舞台とする列国外交の展開が可能となった。(10働
さらに1806年の第四回対仏戦争に伴う仏土同盟を背景として,駐土フランス大使H・セバスチャ
ンsebastianiはオスマン政府に対して親露派のワラキア君主C・イプシランティの廃位を提言した。
しかしロシア領事A・ピニPiniは上記1802年勅令において規定されたロシア政府の人事権を盾に
強く抗議し,続く1806-12年露土戦争の口実に利用されている。(104)以後ルーマニア両国は再び6
年に及ぶロシアの占領政策を甘受したのみならず,ロシアの対土戦争を支援するべく対露貢納・食
料供給を強制された。(10働当該戦争を終息した1812年ブカレスト条約はロシアのルーマニア進出に
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おける「高水標」high‐water markとされている。以上を通じてロシアはルーマニアにおいて単なる
利害代弁者の域を超える「保護者」Guarantorとしての地位を獲得する一方,ルー マニアはロシア
の「保護国」PrOtectorateと位置付けられ,事実上ロシアのルーマニア支配が確立された。
かかるルーマニアにおけるロシア支配体制の成立は,同時にギリシア支配体制の進展をも意味し
た。まず親露派の歴代フアナリオト君主は官職売買の慣行を一層助長して多額の売官収入を確保し
ているが,今やルーマニアの対土貢納義務が大幅に緩和された以上,これはもはや君主自身の単な
る私的蓄財にすぎなかったと言える。なかでも30名の親類と800名の側近を随伴して着任したアレ
クサンドル・スーツAlexandru Sutu(モルダヴイア君主 :1801-02年・ワラキア君主 :1818-21年)
は,新規の官職を多数創出してこれを彼ら親類縁者に売却し,ワラキア年度予算の三倍に相当する
28,657,000ピアストルを3年で確保するとともに,公位買収に際して判約した5,000,000ピアストルの
借入を即座に返済している。(10ωまたかかる官職売買により輩出されたギリシア系新興ボイエール
は,ギリシア化した上層の土着ボイエールとともにファナリオト体制の安定要因として機能し,か
くしてギリシア人のルーマニア支配体制もまたその頂点を辿えることになった。
② フランス革命思想とボイエ…ル階級
当該期にはフランス革命に伴い自由主義思想が流入し,ルー マニア社会に一定の影響を及ぼして
いる。すなわち歴代フアナリオト君主と土着・外来の上層ボイエールは先進社会の模範を今やギリ
シアからラテン系のフランスヘと転換しつつ,フランス人秘書を雇用するとともにフランス人家庭
教師による子弟教育を行い,フランス文化の受容に専心した。(Юの この傾向は司法改革にも反映さ
れ,スカルラト・カリマキScarlat Callimachi(在位 :1806-10,12-19年)は1817年に「カリマキ
法典」Condul Calimah, またヨアン・ギョルゲ・カラジヤIon Cheorghe Caragea(在任 :1812-18
年)は1818年に「カラジヤ法典」Code Carageaを編纂しているが,これらはいずれも1804年ナポレ
オン法典の強い影響のもと明確な法学理論を基礎に編集されたと言われる。(Ю働
しかし革命思想の一層の作用はボイエール階級の政治思想の変化に認めることができる。まず外
来の巨大ボイエールはオデッサにおける友愛同盟の活動に触発されつつオスマン支配からの独立を
志向し,ワラキアではブカレスト駐在ロシア領事によつて,またモルダヴイアでは親露派の君主ミ
ハイ・スーッMihai Sutu(在位 :1792-95,1819-21年)自身によつて,その地下活動が保護さ
れた。かくして1820年,ロシアで亡命生活を送る上記親露君主C,イプシランティの子息A・イプ
シランティIPsilantcsが友愛同盟の首領に就任すると,オスマン帝国への革命戦争の舞台として
「ギリシアの第二の祖国」a scccjnd creekfathcriandであるルーマニアが選定され,1821年には革命
軍がオデッサからモルダヴイアヘと侵入して対土反乱が勃発する。
対してファナリオト君主の財政搾取と新興ボイエールの乱立に伴い社会的地位を喪失した土着の
中小ボイエールは,むしろギリシア人及びその後盾たるロシアヘの反感を強めつつあった。まず
1799年の英土同盟に伴い1802年にはD・ストウルザ Sturdzaが「貴族制民主共和国の計画」Plan of
an aritto‐democratic―repbulican govemmentを起草し,イギリス議会を模範とした在地の巨大・中
小ボイエールによる権力共有を基礎とした代議制度を提唱する一方,1803年には駐土イギリス大使
に対してその支持を要請している。また仏土同盟の締結を見た1807年にはモルダヴイアの有カボイ
エールが憲法の発布と全国議会 CenerЛ Assemblyの復権,及び公国君主の財政権限の制約とその
地位の形式的・名誉的性格への転化,以上を基礎とする立憲君主制の草案を作成し,ナポレオン1
世に対してラテン民族としての両国の共通性を協調しつつ支援を求めている。(Ю9いずれの計画も
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農民問題への理解が薄い点にその限界があるが, ともかくも政治権力の中枢を今やギリシア系ファ
ナリオト君主から在地ボイエールヘと回復すること,かつその模範・後盾をもはや東欧諸国の啓蒙
主義ではなく西欧諸国の自由主義思想に求めていることが留意されよう。かかる下級ボイエールを
母体とする自治回復運動は最終的に1821年のT・ヴラデイミレスクTudor Vladimircscuによるワラ
キア反乱へと帰結する。その際ブカレストで発表された Fルー マニア人民の要求』Demttds of he
Romanian Peopleでは反ギリシア・反ファナリオト君主聞争が目標として提示されている。(1り
かくしてともに1821年に相次いで勃発したルーマニアの民族独立運動は,一方におけるイプシラ
ンティのギリシア独立戦争がロシア政府の支援を後盾としたオスマン支配脱却を志向したのに対し,
他方におけるヴラデイミレスクのワラキア反乱はほかならぬこのギリシア人からの独立を目的とし,
その手段としてむしろオスマン政府の援助さえ追求しており,その性格は相互に矛盾するものであっ
た。この結果両者は間もなく対立し,この間侵入したオスマン軍隊によって早々に鎮圧される。そ
の際オスマン政府はギリシアの離反行為に対する制裁としてファナリオト制度を廃止する一方,土
着ボイエールを両国君主に任命し,ここにルーマニア自治制度が一世紀ぶりに回復された。
以上の如くルーマニアにおける反乱の挫折は,ギリシアにとっては独立運動の一時後退を意味す
る一方,ルー マニアにとってはギリンア支配からの脱却を実現するものとなった。しばしばバルカ
ン独立運動の立て役者としてその役割が高く評価されるギリシア人ではあるが,その背景には高度
なルーマニア支配を前提とした社会的・経済的地位の上昇があつたことを忘れてはなるまい。換言
すれば多くのバルカン諸国がオスマン支配の除去を直接の対象として独立運動を展開するのに対し,
ルーマニアの場合はオスマン支配の克服に先行してまずギリシア支配を解消せねばならず,ここに
19世紀初頭バルカン民族運動においてルーマニアがその一角を構成し得なかった背景がある。
(2)フランス革命=ナポレオン戦争とルーマニア海外貿易
ナポレオン大陸制度の結果,バルカン西岸地帯のアドリア海貿易はフランスを中心とする経済体
制の一角を構成することになった。対してバルカン東岸地帯の黒海貿易はフランスの大陸市場独占
に対抗する英露両国の市場利害を吸引する一方,列国の関心がヨーロッパ大陸へと集中する間にオ
スマン帝国の通商規制が再度強化されたため,新たに英土通商対立を招来することになる。
① オスマン食糧供給政策とルーマニア穀物貿易
オスマン政府はバルカン・エジプトにおける支配体制が解体するなか,残された最後の生命線で
あるルーマニアに対して通商規制の強化を試みている。まず1787-92年における壊露両国との戦争
はコンスタンチノープルに再び深刻な食糧危機をもたらし,ここにルーマニア両国に対する穀物需
要もまた上昇する。モルダヴィアは1787年8月に100,000キラの小麦,11月に140,000キラの小麦・
90,000キラの大麦の供出を指示され,イサカIssaccearの倉庫を経由してイスマイル・ホーテイン・
ベンダー・オシカウoceakowのオスマン軍隊に配給された。モルダヴイア公国評議会はかかる食
糧徴発の強化を,ルー マニア穀物供給制度の改善を約束した上記1784年勅令への違反行為として非
難しているが,対してオスマン政府は当該勅令があくまで平時における首都向け食糧供給の緩和を
こそ規定するものの,戦時における軍隊向け兵糧供給はその対象外であるとの見解を示し,かくし
てルーマニア領内に駐留するオスマン軍隊向け供給を名目に穀物供給の強制を続行した。(111)しか
し1788年ロシアによるモルダヴィア占領,続く1789年オーストリアによるワラキア占領により,オ
スマン帝国のルーマニア穀物調達は完全に遮断されることになる。
表14:穀物管理局の穀物調達状況 1808-1821年 (単位:キラ)
小 麦 大 麦 トウモコヨシ 米 計
583.525379,035 0 962.560
1,240,058255,29773`902 19.2951.588.552
1,778.302
1.918.429283.703 3.782 2.291.307
1.598.104616.08419.718 78,7892,312,695
1.200.529201.664359,857203,641,965,691
と,193.288236,927121,573 13,3281.575.116
968,488146.92ユ 188,185 1.303.594
981.720
1.542.215303.76044.297 1,890.273
1.361.278123.65993,969 1.578,906
742.32367.392 0 809,705
719,378
1.869.682
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〔典拠〕T Guran,"The State Role in he Grain Supply of lstan,ul:【he Grain
Administration,1793‐1839",力肋 ,′,ο″,ど力″″,′げ駒FttS力肋
"奮
,Vol.3,
1984,p.38,
続 く1791・92年における嶼
露両国との講和条約によリト
ルコはルーマニア領土を回復
するが,その際ロシアとのヤッ
シー条約では代価としてルー
マニア両国の穀物供給義務を
以後二年間停止することが確
認された。また1792年の上記
「新法」ではルーマニア両国の
供出義務における品目'総量・
支払方法が規定され,木材・
食糧・家畜の取引における無
償供給の廃止と適正価格によ
る買取が再認されている。(1り
これに伴いまず中央機関の第三デフテルダル
Houboubtt Naziriが食糧政策専属の部局とさ
れ,またコンスタンチノープルの司法半J事は
倉庫監督官 Mo?tcssib Aghasi。市場監督官
Ayak Naibiに市内を巡回させ,食糧・パン
の供給総量・品質・価格動向の監視と違反者
の取締を強化し,価格高騰の防止に専心した。
(11働さらに1793年には「穀物管理局」Grain
Administtation(Zahire Nezareti)が2,553,500
ピアストルの資本で設立されている。(lμ)ま
た,旧来のミーリー制度が本来軍隊向け兵糧
供給を目的とし,専らルーマニア・黒海沿岸
を対象に国定価格で穀物買付を実施していた
のに対し,穀物管理局の設立に伴い新たにレイク制度 Rayic purchasingが整備され,むしろ首都向
け食糧供給を任務に,主に首都近郊マルマラ海沿岸を舞台に市場価格で取引を行うことになった。
その際ミーリー制度での穀物買付は納税行為とみなされた故に直轄地・宗教寄進地等の免税所領に
は適用されなかったのに対し, レイク制度に伴う買上は商品取引とみなされたために全ての地域で
実施された。穀物管理局は以上の買付制度によって輸入される穀物を買い取り,首都で営業する製
パン業者に売却している。(11)同局は1838年英土通商条約による専売制度の廃止と翌年のギュルハ
ネ勅令によるタンジマート開始のもと1839年に廃止されるまで半世紀近く存続し,表14の如く19世
紀初頭には小麦 。大麦・トウモロコシ合計で年間1,000,000-2,000,000キラを供給した。これは当該
期首都消費総量の30-50%に相当すると推定されている。(11のかくして図4の如く同局の設立以後
オスマン国内の穀物価格は近減し,安定して推移している。
他方この間の対仏戦争勃発によって東欧両国が一時バルカン問題から後退するに及び,オスマン
政府はルーマニアを首都向け食糧・軍隊向け兵糧の供給地帯として整備するべく一連の通商規制を
図4:オスマン穀物価格の動向 1795-1820年
(単位 :ピアストル/キラ)
▼ /
1795      1800      1805      1810      1815      1820
〔典拠〕T,Guran,oP cit,,p.41i S,Pamuk,ψ rriF,,pp.163,191.
1795-001800-0[1805-101810-141814-191819-24 計
?
?
?
?
ロシア 552,250
9,4
1,451,000
26.0
701,500
182
134,500
2.7
2,839,250
100
アナトリア 120,000
2.4
142,500
45
132,750
22
??
?
．
235,900
6.1
314,000
6.3
1,418,650
50
ルメリア 1,567,504312
1,970,585
62,7
2,614,800
44,3
1,045,265
187
837,500
217
と,914,926
385
9,950,580
34,9
マルマラ海沿岸 887,623177
333,000
10.6
1,426,950
242
672,500
12.0
498,000
12.9
415,000
8.4
4,233,073
14.9
?
?
?
?
?
アナ トリア 5,000
0.1
260,000
44
??
?
．
476,500
124
983,500
198
2,080,500
7.3
ルメリア 1,452,228289
669,500
21.3
898,750
15.2
605,000
10.8
463,000
12.0
238,400
4.8
4,326,878
15,2
エジプト 989,375
19,7
28,800
0.9
15,000
03
980,735
176
642,750
167
968,874
195
3,625,534
12.7
計
5,021,731
1000
3,144,385
1000
5,900,500
1000
5,583,500
1000
3,855,150
1∩∩∩
4,969,200
1∩∩∩
8,474,466
1000
武田元有 :オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
表15:穀物管理局の穀物調達地域 1795-1824年
(単位 :上段・キラ/下段・%)
〔典拠〕S.Columbeanu,りc,ど,pp.154‐157
展開している。まず1793年には違法な家畜輸出を禁止し,1794年には国産小麦の全てを首都向けに
輸出することを義務付けている。しかしルーマニアでは1792年の不作・1793年の疫病流行 。94年の
干魃・95年の厳冬により穀物生産が大幅に減少し,オスマン政府の要求する穀物・家畜供給は極め
て困難な状況にあった。かかる状況のもとワラキア君主A・モルズイは不足分を喚領トランシルヴァ
ニア・ポーランドより市場価格30ピアストル/キラで調達し,1793年には20,000キラの小麦 ,30,000
キラの大麦を,94年には80,000キラの穀物を,国定価格8ピアストル/キラでオスマン市場に輸出
した。他方モルダヴィア君主アレクサンドル・カリマキAlcxandm Callimachi(在位 :1795-99年)
もまた不足を外国から輸入しつつ,1795年には自家消費・種蒔き用の穀物を除く全ての作物をオス
マン向けに輸出している。同公治世にモルダヴィアが供給した穀物総額は795,243レオに達するが,
これは当該期に送金された貢納総額271,778レオの三倍に相当する。(lW)
次にナポレオンのエジプト遠征に伴う1798-1802年戦争の勃発に際してルーマニアヘの通商規制
は一層強化され,1799年にはポーランド・オーストリア向け木材輸出を, さらに1802年にはオスマ
ン向け輸出を目的としない家畜屠殺やオスマン政府が認可しない外国商人への売却を,それぞれ禁
止した。しかしながら1802年アミアン条約では英仏両国に対して黒海自由航行が公式に承認され,
黒海貿易の開放は完成することになる。また当該条約と連動して発布された上記1802年ギュルハネ
勅令ではルーマエア内政制度の改革とともにルーマニア穀物供給制度の整備が確認され,規定品目
を除いてトルコ政府の先買特権を廃止すること,規定品目は時価支払で取引されること,その供給
総量については両国評議会の審議によつて決定されるとともに上限が設定されること,以上を承認
している。この結果ルーマニアにおけるオスマン政府の通商特権は大幅にダP常1されるとともに,ルー
マニア両国の自由通商・世界市場参入が進むことになる。(110
さらに1810年代には一方での1806-12年露土戦争による食糧不足と,他方での1808年通貨改革に
よる貨幣価値の下落を背景に穀物価格は上昇を続け (前掲図4),(1リマフムート2世 (在位 :1808-
39年)治世においてルーマニア穀物への需要は上昇している。表15は当該期穀物輸入市場の内訳を
示しているが,これによれば黒海沿岸地帯が全体の半分を,特にバルカン半島の黒海沿地帯が全体
の30%以上を占め, しかもナポレオン戦争期には60%に達し,ルー マニア両国が トルコ穀倉地帯と
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して重要な位置を占めたことが判明する。(12ω続く1812年ブカレスト条約によつて戦争は終結する
が,その際オスマン政府はベッサラビア及びキリア水道の割譲によリルーマニア穀倉地帯の一角と
その輸送経路を喪失したのみならず,1813年勅令により公定価格を下回る価格での小麦買付や必要
以上の小麦作付を制限することとなった。しかしながらオスマン政府は依然として政府発給の許可
証を携行する商人以外の取引を禁止し,特権商人によるトルコ向け輸出を維持してルーマニア穀物
の海外流出を抑制している。ワラキア君主はオスマン政府の要求する総量が当地の生産能力を超過
することを度々訴えているが,これは首都向け輸出が続行されたことを示している。(121)
かかるオスマン政府のルーマニア貿易統制はナポレオン戦争の終息した後も強固に残存している。
1815年ウイーン条約ではライン河をはじめとする主要国際河川の自由航行が確認されているが, ド
ナウ河についてはオスマン帝国の条約不参加に伴い対象から除外され,かくしてオスマン帝国は依
然として黒海・ドナウ河航行を統制することになった。(12のまた1821年ワラキア反乱の際にはコン
スタンチノープルでの深刻な穀物不足に対処するべく,政府勅令により「黒海より穀物を運搬する
全ての商船は,その積荷を政府倉庫に荷揚し,政府がこれを適正な1又益・経費を充足しうる市場価
格で買い上げない限り,海峡通行を許可されない」ことが再度規定されている。(120ブヵレスト駐
在ロシア領事の報告によれば,1812-19年において宗主国 トルコがワラキア輸出貿易の57.4%
(8,087,000レオ),及び輸入貿易の62.1%(9,800,000ピアストル)を,換露その他西欧諸国が合算で
残余の30-40%を占めている。ヨーロッパ諸国の比重が漸次上昇してオスマン貿易独占が蚕食され
つつあるとはいえ,依然としてオスマン帝国が最大の貿易相手国としてワラキア海外貿易の過半を
掌握していることが看取できよう。(姥つ
② ナポレオン大陸制度とイギリス黒海貿易
ナポレオン戦争の展開は各国のレヴァント・黒海貿易を大幅に再編することになった。
まずフランスは1787-92年露土戦争及び1793年第二次ポーランド分割に伴う混乱によリロシア・
ポーランド両国との黒海貿易を縮小するとともに,1798年のエジプト遠征に際してはオスマン政府
から帝国領内における通商活動そのものを禁止された。対して1799年クーデターで成立するナポレ
オン執政政府は海外市場の形成に努め,1801年には上記1787年仏露通商条約を更新する一方,続く
1802年アミアン和約ではオスマン政府との講和条件として黒海自由航行を承認されている。かかる
フランス通商圏の拡大志向は1807年ベルリン勅令 ,08年ミラノ勅令による大陸封鎖体制の構築へと
帰結し,アドリア海沿岸のバルカン西岸地帯はフランスを中心とする通商体制の一角を構成するこ
とになる。しかし1812年ロシア遠征に伴い仏露通商が断絶したためフランス黒海貿易の衰退は決定
的となった。かくして対英戦争で喪失した海外植民地に代わり18世紀を通じて成長してきたフラン
スのレヴァント・黒海貿易は,ナポレオン戦争を画期に大幅に下落する。(12働
またロシアは干渉戦争に連動 した南下政策の推進 と商務大臣R・N・ルミアンチェフ
Rumiantsevの港湾整備事業・関税減免措置を背景としてオデッサ拠点の黒海貿易を着実に発展さ
せた。その最大の輸出品目は後背地の黒土地帯で生産される各種穀物であり,1802年におけるオデッ
サの輸出総額1,525,671ルーブリのうち実に1,329,776ルーブリが穀物であった。オデッサの穀物輸出
は表16の如く急速に上昇し,この結果ロシア海外貿易全体における黒海貿易の比重もまた上昇して
1804年以降には全体の1割に達した。また同表によれば特にイギリス向け輸出の伸張が顕著であり,
1805年にはイギリスの穀物輸入全体の1割を占め,旧来の仏露貿易に代わる英露貿易の伸張を確認
できる。とりわけナポレオンの大陸封鎖によリペテルブルク拠点のバルト海貿易を撹乱された際に
武田元有:オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
は,黒海経由の対英貿易が重要な販路として重視されることになった。さらにナポレオン戦後の
1819年にはアレクサンドル1世がオデッサを30年期限で自由貿易都市に指定し,この結果南部ロシ
アは新たな西欧向け穀物輸出拠点として成長することになる。(120
表16:オデッサ輸出貿易の動向
1803
オデッサ穀物輸出総量 (chetve■) 519,211 950,1411.004.1081,645,229
ロシア海外貿易総額に占める割合 (%) 129
イギリス穀物輸入総額に占める割合 (%)
〔典拠〕N.E.Saul,臨dsia″′励′arタカ″″″効 ァ〃み ア押ぇChiCago,1970,pp 178-179,
他方イギリスは駐土大使S,スミスSmihの活動のもと1799年英土同盟の代価としてレヴァン
ト会社の黒海・ドナウ河航行を暫定的に認可されるとともに,1802年アミアン和約においてこれを
正式に承認され,旧来制限されてきた穀物・獣脂・木材のイギリス向け輸出が解禁された。かかる
状況において1803年には駐土大使A・ストラトンStratonが『黒海における海運と貿易』】筋就 膨α
脱″フ,g″
'ο
η,ヵ′抒αd9を執筆しているが,その際特にブルガリア・ルーマニア両国の経済価値を強
調し,当該地域が穀物・香料・木材の調達市場としてのみならず,イギリスエ業製品・植民地産品
の販売市場として発展しうることを力説している。実際1805年のトラファルガー海戦に際してルー
マニア両国はネルソン指揮下のイギリス艦隊に400,000オッカの塩漬け肉を供給し,重要な兵糧供
給地帯として機能した。(12の続く1806年の仏土同盟の形成と英土戦争の勃発によリー 時イギリスの
レヴァント貿易は撹乱されるが,1807年におけるナポレオン大陸制度の成立はイギリスをしてレヴァ
ント市場の確保を急務とさせ,1809年英土ダーダネルス条約では先の英土対立に伴い停止されてい
た従価3%の輸出入関税を原則とするカピチュレーション規定が回復されている。この結果東地中
海地域はイギリスにとって大陸封鎖のもと閉塞したヨーロッパ市場を代替する有効な海外市場となっ
た。かくしてレヴァント貿易の主導権は再びフランスからイギリスヘと移行する。(1281
しかしながら以上の如きレヴァント貿易の回復にもかかわらずイギリス黒海貿易は依然停滞し,
最終的に1816年にレヴァント会社はブカレスト支社を閉鎖する。ブカレスト駐在領事 W・ウイル
キンソンwilkinson(在任 :1814-16年)は既に就任直後より外相カスルレーに対して, レヴァン
ト会社がルーマエアにおいて穀物輸入・製品輸出を基幹とする通商活動を志向したにもかかわらず,
これがオスマン政府のルーマニア穀物貿易独占により阻害されたことを度々指摘している。またレ
ヴァント会社のブカレスト領事閉鎖に伴い解任されると,自ら『ワラキア・モルダヴイア公国図説』
幼 Иθθοクガ げ 力θP/'ηC″α′力ね げ 陶 J7pθ力
',,η
ダ 肋 ′カ ッカ (ロン ドン・1820年)を出版 し,イギ
リス=ルー マニア貿易の展望とその阻害要因に関して下の如く指摘している。(12の
まず「最大の農業作物は小麦であり,広大・肥沃な平原のわずか六分の一しか耕作されていない
にも関わらず,両国は年間10,000,000キラの生産を記録し,また耕地の一部ではトウモロコシ・大
麦・麻が栽培されている」。「ワラキア小麦の品質はあまり良くないが,決して悪いわけではない。
モルダヴィア小麦はより優良であり,ポー ランド小麦と大差ない。価格はキラ当たり2-2.5ピアス
トルである。ドナウ河=コンスタンチノープル輸送の経費は1ピアストル程度である」。また「商業
的観点から重要と思われる他の産品としては,油脂・蜂蜜・バター・チーズ 。獣皮・木材・樽板・
各種の船舶用マストがある」。特に「モルダヴイア木材はワラキア木材よりも優良であり,そのオー
ク材は船舶建造に極めて適している。トルコ海軍艦艇の多くはモルダヴィア・オークにより建造さ
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れており,装備されているマスト・ロープもモルダヴイア産のものが使用されている」。さらに
「毎年500,000枚の兎皮,600,000オッケの黄イチゴ,40,000キンタルkintal(1キンタル=44オッケ)
の羊毛,が供給されている」。「兎皮はそれぞれ35パラ,黄イチゴはオッケ当たり40-45パラ,にす
ぎない」。「兎皮は一級の品質であるが,黄イチゴはスミルナ産のそれよりも劣り,小アジア産品が
不足した時にのみ需要が発生している」。「羊毛は極めて優良である。洗浄済みのものはオッケ当た
り60パラ,未洗浄のものは35-40パラで販売されている」。
しかしながら,以上の如き豊富な天然資源の供給能力にもかかわらず,「最後の三品目のみが完
全に自由な海外輸出を認められるにとどまり,他の産品はオスマン政府の監督下に置かれている。
すなわち当該品目は,豊作の年にコンスタンチノープルの穀物倉庫・軍需工場への規定供給が充足
されて,初めて海外貿易に振り向けられる。しかも小麦は輸出を恒久的に禁止されている。小麦輸
出の承認はルーマニア君主の権限ではなく,これは帝国政府の勅令によつて認可されねばならない。
これまで小麦輸出の許可が領内キリスト教徒臣民に認可されたことはなく, ヨーロッパ商人に認可
されたことも極めてまれにしかない」。かくして年間10,000,000キラの穀物生産のうち実にその66%
がオスマン帝国の首都, ドナウ沿岸に駐留するオスマン軍隊,その他国内市場に供給され,海外輸
出についてはオーストリア向け密輸を含め僅少にとどまっている。しかも「オスマン首都の需要の
ために供給される全ての産品は,公国政府にようて市場価格の四分の一,すなわちトルコ市場価格
の六分の一で買い付けられる」故に,ルー マニア農民の穀物生産意欲は大幅に減退している。
以上の如くイギリス黒海貿易の発展にとつて最大の障害は,何よりもオスマン政府が維持する高
度な通商規制にこそあつた。かかるオスマン政府の穀物禁輸措置は,続く1820年代のイギリスにお
いて安価一次産品の海外輸入を志向する自由貿易運動が発生し,これを背景に商務院総裁W・ハス
キッソンが工業原料関税の緩和を骨格とする自由主義経済政策を採用するに至り,英土通商関係に
おける最大の阻害要因となってくる。(13ω
(3)ルーマニア穀作農奴制の確立
フランス革命=ナポレオン戦争の結果,バルカン地域では自由主義思想に触発されてオスマン支
配からの独立運動が進行する一方,経済的にはレヴァント貿易の奥隆と農民の余剰蓄積を背景にイ
スラム地主からの解放運動が進み,両者は連動しつつ展開する。対してルーマニアでは,支配階級
内部での外来・土着ボイエールの相互対立が政治抗争の焦点をなす一方,オスマン黒海貿易独占の
遺制のもと領主経営はむしろ強化され, したがつて農民解放運動は大幅に停滞することになる。
① 市場向け生産の発達と巨大借地経営の生成
18世紀末以降ルーマニアではフランス革命戦争に伴う東欧諸国の一時撤退によリオスマン本国向
け穀物輸出が復活するとともに,19世紀初頭にはナポレオンの大陸封鎖を契機としてトランシルヴァ
ニア向けブタ・トウモロコン輸出,中欧向け火酒・家畜輸出が成長し, さらにイギリスの黒海貿易
参入に伴い西欧市場向け生産の端緒も開かれた。(131)かかる状況においてルーマニアでは海外市場
向け農業生産が進展するとともに,農業経営において資本主義的要素が浸透することになる。
まず19世紀初頭における土地所有の状況を確認すれば,モルダヴイアでは総計1,713の村落のう
ち公国君主の直轄地が25村(1.5%),教会所領が215村(12.5%),ボイエール所領が927村(54%)
を占め,残る5464寸(32%)が自由村落であったとされる。またワラキアではボイエールの所有土
地面積は国内全体め三分の一に達し,教会所領も同じく農地面積全体の三分の一を占め, 自由農民
武田元有:オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
は残る三分の一を所有するにとどまったとされる。18世紀と比較して自由農村の割合が若干後退し,
領主の支配領域が伸張していることが確認できよう。しかもワラキアの場合,19世紀初頭における
国内人口がおよそ1,000,000と推計され,うちボイエール階級の人口は30,000程度と推計されており,
したがって人口総数の3%を占めるにすぎないボイエール階級が国内農地の3割を占めた計算となる。
かくして典型的な大土地所有が展開していたと言えよう。(13)
ただし以上の大土地所有において領主直営地が占める面積は依然として全体の5%程度にとどま
り,所領の大半は小作契約を通じて巨大借地農に委託,あるいは中小農民に直接貸与されていたと
言われる。(13働実際表17によれば,世紀転換期における領主の収入構成において今や小作料収入が
最大の比重を占めるに至っており,ルー マニア穀物生産の基軸は依然として領主直営地ではなく小
作地にあったことを確認できる。ただし市場向け商品生産の発達はボイエールをして農民との分益
小作よりも資本家的借地農との借地契約を選好させることになった。しかしながらワラキアでは前
述A・イプシランティ治世の1780年法典により,小作契約における農民借地権の優先,その際の年
間12日賦役の原則,及びその年間1ズロチでの代納制度,かつこの法定賦役日数未満での契約慣行,
以上が承認されていた故に,まずはかかる原貝Jに抵触しない範囲内においてボイエールは効率的な
農地開発と賦役負担の強化を試みることになる。
表17:Hurez修道院領収入内訳 1792-1804年   (単位 :ターレル)
〔典拠〕S.Columbeanu,ゅ肱,pp.160-161.
まずボイエールの多くは農民との小作関係を契約する期間をその年度の作柄予測が未だ困難な3
月1日から5月1日までのニカ月に限定し,かかる不利な条件の提示によつて月ヽ作契約に対する農民
の意思を未然に抑止している。(13つまた小作契約に伴う賦役義務に関しては旧来の慣行である日頭
契約を無効とし,書面契約が存在しない限りは法定の上限である年間12日賦役を要求した。これに
伴い,法定日数以下の年間3-10日程度の賦役を確認する書面契約も一部発生したが,その比重は
低く,多くの農民は日頭契約故に年間12日賦役を甘受している。また法定の賦役代納金を年間12日
あたり1ズロチ (=30パラ)から1日あたり10パラ (=年間12日あたり120パラ)へと4倍に引き上げ
ることが再三試みられている。(13働また十分の一税に関しては1780年法典の規定の不備に便乗しつ
つ,収穫作物の十分の一という定率原則ではなく保有地1アルパンarpent(≒50アー ル)あたり4ボ
ワゾーbOisseaux(=22オッケ)の定量制度が採用され, したがって農民は収穫の如何にかかわらず
一定の作物の納入を強制された。しかも農地面積はより狭く,収穫作物はより重く測量する不正行
為が蔓延したためその負担は過酷なものとなった。さらに旧来無制限に認められてきた無償の放牧
地利用は農耕作業・生計維持に最低限必要な雄牛4頭・乳牛1頭に制限され,これを超える頭数の役
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畜は売却目的の飼育とみなされ課金の対象となった。(13ω以上の如きルーマニア農民の現状を見た
ウィルキンソンは「およそワラキア・モルダヴイア農民ほど専制君主の過重な抑圧を受け,過酷な
徴発・課税のもとで労働する人々は他にいない」と評している。(13つ
なお前述の如くボイエールの世俗所領とならんでギリシア正教の修道院領が同様に高度な土地所
有を展開している。その大半は,在外本山の保護のもと公国君主・オスマン政府の干渉から一定の
独立を維持する一方,その代償として本山への貢納義務を負う寄進修道院であり,ワラキアでは
1810年時点で総計2041こ達する修道院のうち過半の120がこの寄進修道院であった。これら寄進I雰道
院の貢納義務は全て領内農民に転嫁され,世俗所領と同様過酷な支配が展開された。(13働
② ボイエール保護立法の整備と巨大借地経営の定置
他方,当該期においてフアナリオト君主は中小ボイエールの反露思想活動に対する防壁として新
興・土着の巨大ボイエールとの同盟関係を重視するに至り,18世紀末とは一転して19世紀初頭には
巨大ボイエールの農民支配を容認する各種法令を発布している。
まずモルダヴィアでは1803年より公国評議会が農民的土地所有の強固な存続を非難する陳情を提
出しており,これを受けて1805年にA・モルジはボイエールカ誹寸落共有地たる牧草地の四分の一を
独占することを認可する一方,農民の一世帯当たり牧草地利用権を平原地帯では12頭・山岳地帯で
は6頭に制限した。また農民を保有家畜に応じて,①16頭の家畜と8ファルシfalci(1フアルシ=4.2
ヘクタール)の牧地を保有する「hntas」,②12頭の家畜と6ファルシの牧地を保有する「mもとocas」,
①6頭の家畜と3フアルシの牧地を保有する「codas」,以上の三種に分類しているが,ただし賦役義
務については年間12日原則を維持している。(139)しか ながら続くS・カリマキは1815年において
農民の優先借地権を正式に廃棄し,続く1817年法典によってボイエールの農民支配を是認した。
(140)
またワラキアでは公国君主C・イプシランティが依然として農民逃亡を回避するべく農民負担の
緩和に留意し,1804年には十分の一税の定量制度を廃止するとともに賦役代納年額の引上を拒否し
ている。しかし他方では増大するボイエールの要請に応えるべく同年に口頭契約による小作契約の
無効を公式に承認し,また1806年には露土戦争勃発の混乱に伴い十分の一税の定量制度を再開して
いる。(Hl)続く公園君主 I・G・カラジヤもまた1816年には農民の優先借地権を再度承認する勅令
を発布しているものの, しかし他方で1814年には小作関係における書面契約の必要と十分の一税に
おける定量制度の採用を公式に規定し,続く1818年法典においてボイエールの農民支配を確立して
いる。すなわち当該法典はまず小作契約における農民の優先権を最終的に廃止し,かつ法定賦役日
数12日を下回る水準での小作契約を禁止した。賦役義務の金納制度は維持されたが,その年額は旧
来の年間12日あたり1ズロチ (=30パラ)に対して以後1日あたり1レオ,すなわち年間12日あたり
12レオ (=480パラ)に設定され,実に16倍の上昇を意味した。さらに年間賦役として旧来の12日
にさらに春乃至秋の1日の労働を追加するとともに,新たにクリスマスにおける荷車提供義務を導
入している。しかもより良好な土地負担の農村を求めて発生する農民逃亡を未然に防止するべく,
以上の規定は全国一律に適用され,かくして農民人日の維持を前提とする公国政府の財政利害もま
た保証されることになった。(14かここに農民保護を基調とした1780年法典体制は終息し,むしろボ
イエール利害を優先する1818年法典体制が確立され,これがその後のワラキア農地制度を規定する
ことになる。
かくして以後農民の分益小作は急速に減少し,むしろ巨大借地農による大規模な農業経営が展開
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する。(149以上の如き借地権をめぐる闘争における小農民の敗退と巨大借地農の勝利,すなわちルー
マニア農業における小農民経営から巨大借地経営への基軸の移行は,政治的にはロシア支配体制の
確立に伴う新旧ボイエール利害の保護を反映するとともに,経済的には黒海地域における自由貿易
の導入と資本主義原則の浸透に対応するものと言えよう。かかる領主=農民関係の強固な存続の結
果,1821年のワラキア反乱においてボイエール主導の民族独立運動と農民の土地負担解放要求とは
相互に矛盾し, したがってファナリオト支配体制からのボイエールの独立こそ実現したものの,ま
さにそれ故にボイエールからの農民解放は挫折し,その農民支配は依然として存続する。(14つかく
して民族独立運動と農民解放運動とを同時に遂行する他のバルカン反乱とは対照的に,1821年ワラ
キア反乱は,ファナリオト体制からの脱去,をこそ達成したとは言え,対外的にはオスマン帝国支配
そのものの解消と,国内的には農民の土地負担解放とを,その後の課題として残したのである。
む す び
以上専ら第三国の先行研究に依拠する極めて槻括的な考察ではあったが,最後にいま一度主な論
点を整理し,若干の展望を示してまとめとしよう。
第一に政治構造に関して。ルーマニア両国においてアジア系騎馬遊牧民族が整備した問接統治体
制はオスマン帝国によつても継承され,各種の貢納義務を条件に公国君主の国内自治が承認された
のみならず,公国君主の離反傾向を防止する手段として土着ボイエールの政治権力も温存された。
しかし18世紀前半には東欧諸国の南進に対する防壁,及び対外戦争の戦費調達源泉として支配体制
が強化され,ギリシア系フアナリオト君主の派遣とボイエール階級への統制が開始された。しかも
ロシア南下政策の攻勢を見る同世紀末において公国君主はむしろその人事を掌握するロシアの愧儡
政権へと変質し,その支持基盤として親露派のギリシア系新興ボイエールが多数創出されることに
なる。かくしてルーマニア両国はオスマン帝国=ロシア帝国=ギリシア人 (ファナリオト君主・新
興ボイエール)の三重支配に服していたのであり,この点にこそロシア政府の支援を受けつつオス
マン帝国からの独立を志向する他のバルカン諸国との対照性があると言えよう。
第二に貿易関係に関して。ルーマニア両国は遊牧民族の構築した東西物産の中継貿易をオスマン
支配によって破壊されるとともに,以後むしろ特権ギリシア商人のもと安価な固定価格によつてコ
ンスタンチノープル向け穀物・家畜輸出を強制され,かくして帝都を中核とするオスマン帝国経済
の周辺地域として,換言すればオスマン食糧政策のアキレス腱として機能することになった。とり
わけエジプトの分離とロシアの黒海進出を見る18世紀においてルーマニア両国の首都向け食糧供給
基地としての意義は一層上昇する。しかし同世紀末における黒海貿易の開放とルーマニア穀物貿易
における市場原則の導入により,斜陽の帝国経済にとつて最後の生命線であった黒海穀物貿易独占
は解体する。かかるドナウ河=黒海を動脈としたルーマニア食糧供給体制の確立とその動揺にこそ,
まさにオスマン帝国経済そのものの盛衰を左右する最大の要因があつたと言えよう。このように見
てくる場合,多様な地中海世界を構成する一員としての観点から,あるいは開放的レヴァント貿易
の展開から,直ちにオスマン経済一般を把握する試みは極めて一面的なものと言えよう。
第三に土地制度に関して。ルーマニア両国では遊牧民族の間接統治と国内産業から遊離した中継
貿易により自治的 ,自給的農村共同体が広汎に展開したが,オスマン支配に伴う一方でのボイエー
ル階級の成長と他方での首都向け穀物輸出の促進により,むしろオスマン向け穀物生産を目的とす
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る領主経済が発達することになった。ただし18世紀前半にはフアナリオト制度の導入による土着ボ
イエールの抑制と穀物供出義務の強化により,担税・穀作の基盤として農奴の解放と自営農民の育
成が志向される。しかし同世紀末のロシア南下政策に伴うファナリオト君主のロシア仇儡政権への
転化とルーマエア穀物貿易における市場原理の浸透の結果,親露的新輿貴族として台頭するギリシ
ア商人を借地農とした市場向け巨大借地経営が定置することになる。かくしてルーマニアにおける
領主・農民関係は,ともにオスマン支配の動勢に由来する支配階級の再編と市場関係の変化に強く
規定されつつ,生成・展開したと言えよう。いずれにせよ,バルト海貿易と連動する東欧諸国の農
場領主制やレヴァント貿易と接続するバルカン地域のチフトリック経営に対し,ルー マニア農地制
度は何よりもオスマン帝国の政治的・経済的支配体制との連関で把握される必要があろう。
以上の如くオスマン帝国の繁栄は何よりもルーマエアに対する政治的 。経済的支配を基盤として
成立し, したがってルーマニア支配の後退こそは世界帝国としてのオスマン帝国が解体した要因と
言えよう。その最終段階は政治的にはロシアのギリシア独立戦争介入に伴う1829年アドリアノープ
ル条約 (ロシアによるルーマニア支配の確立とボイエール階級の保護)に,また経済的にはイギリ
ス自由貿易運動に伴う1838年英土通商条約 (オスマン帝国による対英穀物輸出の解禁)と同年の英
換通商条約 (オーストリア商船による対英ルーマニア穀物輸出の仲介)にあるが,この結果市場向
け穀物生産を目的としたルーマエアの領主=農民関係もまた確立されることになろう。
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ЮuIInaines et leurモglementhion par les廟,″r―i s9rァde p?担ёges(177牛1829)",J.―L.Bacqu6‐
Grammont/P,Dlttont(ed.),9みθ力.,pp.319‐320 idem,WSur le regimゴ,pp.175-176.
(75)M,M,Alexandrescu‐Dersca,WConttibutionW,pp.21-2乳idem)‖Les rappotts ёconomiqueぎ,pp.
320_ 321.
(76)M,M.Alexanttescu‐Dersca,WLes rappotts economiquesW,pp.321-32盈idc ,“Sur le regimゴ,
p. 176.
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(77)18世紀末時点においてオスマン帝国の対欧通商総額が110-120,000,000リーヴルと推計される
のにすすして,地中海・黒海・紅海を媒介とするオスマン域内貿易総額は180-200,000,000リーヴ
ルに及ぶ。しかもオスマン帝国は成長する対欧貿易と平行しつつ,東部国境のペルシア湾・紅海
を二大中継地点として巨額のインド貿易を維持しており,国内富裕者向け香料・綿布 (モスリン・
染色キャラコ)・カシミア及び国内繊維産業向け染料 (インディゴ)の輸入取引は1780年代にお
いて総額5,000,000ピアストル (=10,000,000リーヴル)に達する。この数値は当該期のヨーロッ
パ製品輸入総額11-12,000,000リーヴルに比肩する。かくして当該期は16世紀における帝国経済
の最盛期と19世紀における世界市場編入期とを媒介する「中間期」interlnediate pcttodにあたる
とされる。D,Panzac,“International and Domcstic Maritime Tradc in he Ottman Empirc during
he 18h Century",力ηた翻α力 ″α′カ ク解α′げ 敵 d戯9β,sゴd″うウ盗,Vol.24,1992,pp.190-191,202,
S.Faroqhi,WTradα Rcgional,me卜rcgionЛ ttd lntemational‖,H.InЛciV D.QuttaC五(Cd。),ヮ
0,チ,, pp. 474‐80.
(78)S,Columbcanu,ψ・じ
'r.,pp.46‐
47.前述F・G・バウアーの指摘によれば1768-74年露土戦
争に伴いオルテニアでは総計791の村落のうち91の村落が遺棄され, この結果1753年時点で約
40,000とされるワラキアの担税人口 (=世帯総数)は1773年には30,347まで減少した。
(79)S, Columbcanu, 9P. じ力・,pp. 153- 156.
(80)S.Columbeanu,ψθ力.,pp.68‐9,74‐76.同表には現れていないが,他に野菜 (インゲン
豆・キャベッ),タバコといつた商品作物の生産が発達している。
(81)D.ChiЮt,Sοθ力′C力,Tgθ,pp.74-75。
(82)1.Constantincscu,"Lttffertnage dcs domaines aux paysans corveables dans lcs p?ncゃaut6s
danubiemes sous lc rёgime phanarioteW,Rι、物ι rOク靱,力9プ物ね力″9,Vol. 20, 1981,pp. 517-518,
(83)V.Mihordea,v.θ,す.,pp.41‐42.
(84)D.ChiЮt,駒θ力′働α″gθ,pp.78‐79,81‐83.
(85)D,Mitrany,9P.θ力。,pp.17-19;I.Constantinescu,op.cit,,pp.519‐521.
(86)D.ChiЮt,‖The Romanian Communal Villagen,p.147.
(87)D,Mitrany,9p.じ力。,pp.21-22;I,Constantinescu,op.cit.,pp.521-522.
(88)D,Mitrany,ψ.θ力.,pp.19-20;F.Constantiniu,WQuelquCS aspectぎ七pp.672,677-678.
(89)I.Constantinescu,op.cit.,pュ523‐524,
(90)D,Mitrany,全p.じ力。,pp.20‐21,I.Constantinescu,op cit.,pp.522‐523;S,Columbeanu,9p
cil.,pp.46-47.なお当該期のワラキア農業法令に関 しては次の仏語注解付 きルーマニア原文史
料がある。V,A.Georgescu/E,Popescu,と,″gね励
'ο
力皓胞
'胞
力 陶l艇力,9r〃7j一′7∂妙,BuCarcst,
1970.
(91)T,Na吼"Reforln and the Conduct of Ottoman DゃlomaCyねhe Reign of Sclim IH,1789¨
1807",力″v,′げ力¢И脇刀θ,ヵ arセη″′駒θ,θク,Vol・83,196乳鈴木薫「オスマン帝国とフラン
ス革命一―イスラム世界と近代西欧世界の同時代的接触のひとこま一一」田中治男他編 Fフラン
ス革命と周辺国家』リブロポート1992年,69-71,76-80買。
(92)A.I.Bagis,】ガ筋,η tJ4′力θS√ηgyθメ/ヵθ力√9gr,クげ 協ι Ottηαη E叩ル r di′沢οう7r И,溶力θ
`Z靱う斜ッ ″ れ,ηうガ ′7%―′797ゥIstanbul,1984;M.S,Anderson,り.じ力・ pp.17ぃ20,ただし世
論の多 くは依然として英露両国の外交・通商関係を重視 し,特に上記C。 」・フオツクスの反論
のもと対露開戦は最終的には回避されている。
(93)M.S,Anderson,9p・C力,,pp.12‐16;J.C.Hurewitz(ed,),全p.c力。,Vol.1,pp.105-109,
(94)M.S.Andeson,ψ,訪.,pp.28‐33;J,C,Hurcwitz(ed.),ヮ.c,″.,Vol.1,pp.154-155.
(95)M.S.Anderson,9みじ″.,pp.36-44,V.J.Purycar,ミ囃 ο力ο〃,ηプカ?DLJrJppeIIes,Berkcley,
1951, pp. 343‐ 345.
(96)J.C.Hurewitz(cd.),v.θ,′.,Vd,1,pp 189‐191.
武田元有 :オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)
(97)M.S.Anderson,qp.c,ど。,pp.45‐4亀J.C.Hurcwi乾( d.),qp c力.,Vol.1,pp.193‐19盈A,
Cunningham,WStratford Canningそnd he Treaty of Bucharesザt,E.hgram(ed.),Иttg,ο-Or虎夕″typ
βηθο″ヵセ埒 カ カ9И
『
げ R91わルプカ恥 London,1993.
(98)M,S,Anderson,り,c力.,pp.47‐8;高坂正莞『古典外交の成熟と崩壊』中央公論社1978年,
第二章「ウイーン会議と Fヨーロッパ』」,103-104買。
(99)セリム3世の改革 に関 しては,S.Jo Shaw,βθ肋9切0",ヵプ貶 ψ:勁θO物
“
α〃βη 施 ク〃tJ9′
S″,ttt Sθ力脇 rrr ′789_′∂Ott Camb?dge, Mass,, 1971, pp. 175- 179; K. H. Karpat, WThe
Transfomation of he Ottoman State,1789…1908",力〃翻α√,οヵα′プbクh″α′QF力θ ttdne彊形奮r sr″″9∫
,Vol.3,1972,pp.251‐252;新井政美『トルコ近現代史――イスラム国家から国民国家へ十一』
みすず書房2001年,第三章「改革への序章一一セリム三世と F新体制』一一」。
(100)R,W.Seton‐Wt son,9みθ力・,pp.159‐160.
(101)M,M.Alcxandrcscu‐Dcrsca)WSur lc rcgimざf,pp.164-165,
(102)P,F,Sugar,ヮθ″.,p.141,C,&B.Jelavich,0みθ力。,p.86.
(103)Po Simionescu/R,Valentin,WDocutnents inёdis concemant ia crёa ion du co sulat britaniquc
a Bucarcst(1803)",Rθックι胞ク″α力θ′物なゎ,胞,Vol,8,1969;P,Ccmovodcanu,WThe Setting up of
he English Consulatc in he Romanian Pincipalities(1803) and lts Act?ity until 1807W,R9ッ″θ
胞ク穆,,ヵθ′ゼ″河θ∫カセ翻,r,οヵ,J9s,Vol.1(11),1971,W.G.East,7物θ 働 わヵ9F肋′カツカ α力′
″物〃αθ力,ら ′∂J9'Иη″ ねοttθ力 D″ん櫂αガじrri的ヮ,cattb?dge,1929,Appendix I,pp.169-181.
(104)R.R.Florescu, 切ケθ St瑠路 力 pgptts√沢trds,,,ヵ筋θ Rο″,ヵ力ヵPガ″θ″,力r,盗,′膨′一′∂」イ∫ И
PrDう庖胞 ,η Иぼ OuttrttsヵD″わ″2,′82■― ′∂j41asi,1997,pp,75-76;P,Ccmovodeanu,"The
English ConsulateW,pp. 193-194.
(105)この結果モルダヴィアの貢納負担は3,000,000ピアストルから8,000,000ピアストルヘと,また
ワラキアのそれは旧来の5倍へと,それぞれ上昇した。R,Wi Seton‐Watson,ヮ.θ力・,p.164.
(106)F.J Joim,"Greek―Roma?n Rclations in Histoical Pcrspcct?c:The Rcvolution of 1821 in he
Romanian PincipaliticsW,Ph,D.dissertadon,University of Soutt Califbmia, 1973,pp.23-24,33‐
34; v. Georgescu, 7カθ ttοη,η ,719,pp. 78‐ 79, idem, "Thc Romanian Boyars",pp. 33‐ 34.
(107)D.Dcletant,"Romanian Socicty in thc Danubian PrincゃaritiCS in hc Early 19h CentuりW,R.
Clogg(ed.),βα力転クヵ肋c,9ゥ,η 力?И評 げ Crθチ J力々 9η河9ηθ9,London,1981,pp.230…235,F.J.
John, op. cit。, pp. 66- 68, 72‐ 73,
(108)V.Gcorgescu,抒θ ttο″伽滋溶,pp.93-95。
(109)V.Gcorgcscu,盈タカ√,θα′陸 ,G,pp.121-123,114‐15;idcm,WThc Romanian BoyarsW,pp.37‐
38ルーマニア民族主義の覚醒における英仏の影響については,F.J.Joh,op.cit,pp.32-33;
A. Sutu, "Liimage de France dans les Pays roulnains pendant les campagnes napo16onienncs ct lc
congrSs dc VicnncW,力リクセ′ι∫ど″河奮 tr物ねね,rθ, vol.3, Bucarcst, 1965; J.C.Campbell, "The
lnaucnce Of Wcstcm Political Thought in he Rumanian PrincゃЛities,1821■848:Thc Gcncratio  of
1848W,カク脇″ げ 虚ヵrrp′助 ′ψθ,″り
'/S,Vol.4,194t idcm,Fr9″
θ力】ヴクθヵθθ,〃′力9Rね9げ
Rο脇,ヵ力ヵ ハ砂√,ο″,Jis脇, Ncw York, 1971; S, Fischc卜Galati, ‖Thc O?gins of Modem Rumania4
Nationalism‖,カカrb″じ力θr″r ttV力
'C力
″ 彿勉″roP斜,N.F.,Bd。12,1964,同,前掲邦訳,260-2
61頁。
(110)1821年ワラキア反乱そのものの政治動向についてはさしあたり,A.Otetea,‖Linsurcction de
1821 dans les p?ncipautes danubienneぎt, Rθl材ι 胞″脇,'力9 ′物ねヵ″θぅ Vol.1, 1962; idem, WLes
grandcs puissanccs et ie mouvcmcnt hctairistc dans lcs p?n ゃauteS Юum neぎ,Bα′たαヵS″湧盗,Vol.
7, 1966; N. Camariano, WLes relaions de Tudor Vladi=nirescu avec llHetai?e avant  revolution d
1821", おα施ヵ `弦″″θd, Vol. 6, 1965; A. J. Dcspotopoulos, ‖La ttvolu ion grecque, Alexandre
Ypsilantis et la politique de la RusseW,お,′考αヵSr7″a,v01,7,1966;A.Dascalakis,WLes phana?otes
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et iaおvolution grecque de 1821・,s″力7ク体
'ク
脇f LITο?ク9P力翻αr,οtt E,D.Tappe,"The 1821
Revolution in the Rumanian PrincipЛitics",R,Ciogg(ed.),勁9 Stttgg19ヵr Crθチ カ冽υ"施ηθT
I山∫リ カ JZ♭ィを力θ ′Jθtt Иη″テッ9rd94/Q′力θ Cr99たレ後′tF J力う能pθη汐修力θθ,London,1973;R.R.
Fiorcscu, οp. c'F,, Chapter 2, WThe Revoluion of Tudor Vladi=nirescu: Romanian or Crcek?W.
(111)M.M.Alexandrescu‐Dersca,WConttbution“,p.22;idem,‖L s rappotts ёconomiqucsW,p.322.
(112)F,Marinescu,WThc Trade of Wallachia win hc ottOman Empire bettecn 1791 and 1821W,
Bryιttηざ″′テθs,Vol.22,1981,pp.293‐294,M,M.Alexandrescu‐Dersca,WLes rapports ёconomiques‖,
p. 323.
(113)M.M.Alexandrescu‐Dersca,"Conttbutio∬t,pp.27-28.
(114)T,Giiran,"The Statc Role in hc Crain Supply of lstanbur Thc Grain Adlninis仕証ion,1793‐
1839‖,力翻 ,ガοヵ,′カク翻α′げ勁滋ね力賜 斜,Vol,3,1984,pp.29,31‐33 同局の活動内容は
次の通りである。すなわち,①穀物商人の活動を監督し,一層大量の穀物供給を支援すること,
②ワラキア・モルダヴイアから大量の穀物を買い付け, ドナウ河・黒海経由で輸送すること,①
同局の収支勘定を作成すること,④地方・首都市場の穀物価格を調査し,パン価格を決定するこ
と,⑥製パン業者の価格・品質を管理すること,⑥製パン業者に対する穀物商人・穀物管理局の
債権を回収すること,⑦穀物輸送商船を増産し,穀物海上輸送を規制すること,①各地の穀物増
産を奨励し,また海外向け穀物密輸を防止すること。
(115)T,Gilran,op.citりpp.35‐38.
(116)19世紀初頭のコンスタンチノープル人口は450,000と推定されており,一人当たり年間穀物
消費を205キログラム (=8キラ)程度と想定すれば,首都人日の扶養に必要な年間穀物総量はほ
ぼ92,400,000キログラム (=3,600,000キラ)と算定しうる。T,GRiran,op.cit"pp.27-28;K.H.
Karpat, 阿ケ♂ 0″οttαη Pψ″Jryブ,ο″, ′∂′θ―′9′4 Sοθ,,′ ,ヵ′D9胞D『ψ力
'C C力
αttθ之′れ
'c.s, Madison,
1985, pp. 102- 103.
(117)M.M.Alexandrcscu‐Dersca,"Conttibutio∬t,pp.22‐23;idcm,‖Les rappotts Oconomiqueぎ,pp.
323‐ 324; F. Marinescu, op. cit., pp. 300… 304
(118)MM.Alcxandrescu‐Dersca,WLcs rappotts Oconomiqueぎ,pp.324‐32曳F,Marincscu,op.cit,,
pp.294‐295,304‐306.なお1792-1806年度のワラキア関税統計によれば,ワラキアは旧来の公
定価格に基づ く食糧取引と平行する,新たな市場価格に基づ く自由取引として,オスマン市場に
家畜 (水牛・雄牛・雌牛・馬)・酪農品 (チー ズ・薫製牛肉pastrami)・加工食品 (タバ コ・小
麦粉)・繊維製品・獣皮・木材・果実・塩を輸出する一方,オスマン市場より繊維原料 (綿花・
生糸・羊毛)・繊維製品・皮草製品・魚介類・果実 (葡萄・レーズン)・タバコ・香料 (アニス・
サフラン)を輸入したとされる。取引の性格は基本的に一次産品輸出・工業製品輸入という本国 ,
従属国関係を体現するものになっていると言えよう。Fo M?nescu,op.cit,,pp.315-318.
(119)C.Issawi,9みc力.,pp.326-327;S,Pamuk,ψ.θ力. pp.193‐195
(120)Fo Mttnescu,op.cit.,pp.307-30乳T,Giiran,op.cit.,pp 35‐36.
(121)F,Mttncscu,op.cit,,pp.309‐31針M.M.Alexandrcscu―Dersca,WSur le regimずt,p.177.
(122)さしあた り,高坂,前掲書,97-98買。なおウイーン会議で自由航行の原則が確認 された国
際河川としては他にネッカール,マイン,モー ゼル, ミューズ,エスコーの各河川が挙げられる。
この原則は1818年にエルフレス,1822年にエルベ,1823年にウェーゼルヘと順次適用された。た
だしドナウ河に対する国際河川制度の採用は,二国間協定である1838年英換通商条約にその端緒
を認めることができるものの (拙稿「イギリス自由貿易運動とトルコ保全政策」129-130買),
正式な国際条約による整備は,オスマン帝国を初めて「ヨーロッパ協調」の一員に加えた1856年
パリ条約での「ドナウ航行委員会」Danube Navig?on Coalmission設置を待たねばならない。
(123)ただし同年にはガラツ,ブライラ両港での穀物売買価格は売り手・買い手両者の合意により
決定されること,不和の際には両国首都において君主・評議会立ち会いのもと決定されること,
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が同時に確認されてお り,オスマン通商規制の弛緩もまた着実に進行 していたと言える。F.
Mainescu, op. cit。, p. 295; C. Issawi, "Grain and water Supply of lstanbul‖, ide41, Op. c,r。, p . 24‐
26.
(124)P,Cemovodcanu,WBritish Economic lntcrcsts‖,p.115,n,39.
(125)V.J.Puvcar,NTοたοη,pp.9‐11.ナポレオン大陸制度に関しては,吉田静一『フランス重
商主義論』未来社1962年,141-142頁。またフランス革命=ナポレオン戦争の帰趨に英仏両国の
商業覇権抗争の最終的決着とイギリスによる世界市場制覇の達成をみる見解については,服部春
彦「18世紀末-19世紀初頭におけるフランス貿易構造の転換」京都大学『人文学報』第50号1981
年 (同,前掲書に再録),同「フランス革命およびナポレオン時代における国際貿易構造の変化」
『思想』第789号1990年。
(126)V.J.PuryCar)‖Odess  lts Rise and lntcmational lmpottance,1815‐50‖,Pac″ rrisヵガθα′
Rθッ,9ψ,Vo1 3,1934,pp.194ぃ197;P,Herllhy,"Russian Whett and he Port of L?omo,1794-
1865",勁θカク解α′げ β″′ψθtt Bθοηο穆,c rris力4/,VOl.5,1976;N,E.Saul,R7ds,ααヵプ カ9
M"施rrppθ"′79たFt9θtt chicago,1970,pp.18‐20,177-180。なお イギ リスの穀物輸入 に占め
るオデ ッサの位置 に関 しては,C.J.Fuchs,‖Der cnglische Gettidchandel und seine OrganisationW,
乃力rうルカ″ ″′ハ防
'ο
ηα,δめ″ο瑠,9″η′dチ,ぬ√花 N.F,,Bd.20,1890,S.14;W.F.Calpin,効θC櫂,η
物 ゥ てア Ettg〕α猾′力″″=力
9ミ韓 ο″οヵ,θ Pθガοtt Philadclphia,1925,pp.10‐1 ,126.
(127)A I.Bagis,op.cit.,pp.46‐47;P,Cemovodcanu,中BriiSh Economic lntcrcsts in hc Lo、ve
Danube and hc Balkan Shorc of the Black Sca behveen 1803 and 182伊',カク脇α′全F五肋狛9p効
Ecο〃ο脇
'C Fris・
ノ。r7, vol. 5, 1976, pp. 106‐ 109; idem, "The EngLsh ConsulateW, pp. 186- 187, 194;
A. U. Turgay, WOttoman‐ Bri ish Tradc through Souhoastena Black Sca Ports during he Nineteen血
Century“ラJ.‐L.Bacqu6ぃGralmmont/P,Dumont(cd.),9p.θ力・,pp.299‐300.
(128)A.I.Bagis,op.cit.,pp.48‐49.なかでもスコットランドを拠点にバルト海貿易を展開する
K・フィンレイFinlay(」・フインレイ商会J.Finlay&cO.)は1811年にC・オービンAubinをレ
ヴァントに派遣して市場調査を行いつつ,グラスゴウ商業会議所Glasgow Chamber of Commercc
議長・庶民院議員として大陸制度の打撃及びレヴァント・バルカン市場開発の必要を訴え, レ
ヴァント会社貿易独占の弊害と自由貿易の意義を主張している。A.Cunningham)‖The Journal of
Chistophe Aubin:A Report on hc Levant Tradc in 1912",И定力,wv″0″οttιン
'θ
ク脇,Vol.8,1983,
pp.5-7.なお19世紀初頭のイギリス黒海海運に関しては,小松香織「オスマン帝国末期の英国
黒海汽船海運―一『英国領事報告書』よリー ー」『歴史人類』第26号1998年,同『オスマン帝国
の海運と海軍』山川出版社2002年。
(129)P,CemOvodcanu,WBritish Economic lnteresF',pp.112‐115;N.Iorga,ИttO―Rοク″"力ヵ尺?みr,ο溶,pp 48‐49,52-53,A.C.Wood,ψc″,pp.196-197.以下における引用は全て次の
抄 録 に よ る。D,Warriner(ed.),vθ″.,pp.167-170,WExpott Rcstrictions and Tribute,182α・.
(130)1820年代イギリスの自由主義経済政策については,吉岡昭彦編『イギリス資本主義の確立』
御茶の水書房1968年,383-394頁。その トルコ通商政策との矛盾についてはさしあたり,拙稿
「イギリス自由貿易運動とトルコ市場論争」,及び同「イギリス自由貿易運動とトルコ保全政策」
107-110頁。
(131)J.Ro Lampe/M.R.」ckson,9●θ力・,pp 8牛5。
(132)I.COrtts,Lttgr,θ″カクκ θヵフ♭肋力,9肋確″ みP躍″,ε″ 脇ο力形力 巖 ∫諺じた,Bucarest,1969,
pp. 15‐ 16; D. Deletant, op. cit,,pp. 235- 236; D, Chirot, &た力′ C,々ηgθ,pp. 82- 83. ルー＼′ニ
ア両国とも村落・家計を単位とした課税制度のため個人単位の人口統計は存在しない。ただしワ
ラキアの場合,例外的に作成された1815年統計は915,325人,1819年統計は1,200,000人を記録 し
ており,イギリス領事ウイルキンソンもまた1,000,000人という数値を伝えている。ルーマエアに
おける土地所有の平均規模はイギリスの実に85倍に相当するとも言われる。D.Mittany,T,c力、,
鳥取大学教育地域科学部紀要 地域研究 第5巻 第1号(2003)
pp. 23‐ 24.
(133)J.R,Lampe/M.R.Jackson,ψO'チ・,pp.83-84.
(134)I.Cor良襦,ヮ.θ力.,pp 27‐8;I.Consttttinescu,op.cit.,pp.523‐524
(135)I.Coraus,T,c,ど。,pp.18‐20.
(136)I.Corうus,ψ.c,ど。,pp.20‐27.
(137)D.Dclctant,op.cit.,pp.238-239;F.J.John,op.cit,,pp.50‐52.他に19世紀初頭ルーマニ
ア農民の貧困を伝 える同時代人の証言 としては,B,wyburn,‖La d and Pcasants in he Early
Nineteenh Century‖,D Warrincr(cd.),ψc力.,pp.142-144,C,Golescu,‖A Cioscr View of thc
PeasantsW,D,Warriner(ed.),9p C力,pp.144‐145.
(138)D.Delettnt,op.cit.,pp.236‐237;Do Chirot,&9c力′(力α″g9,pp.87‐88.
(139)A・モルジの農業政策については,I.cOnstantinescu,op.cit,,pp.520-521;D.Mittany,v
θ,チ., pp. 21‐2, 28‐ 29; H. 】■. Stahl. οp. c,ど pp l16, 120, V. Mihordca, οp θ,サ., pp. 26‐ 7.
(140)H.H.Stahl,ヮθ力.,p.11砒I.COnsta=itinescu,v.c,す・,p.531
(141)I.Co」?s,ψ.θ力.,pp.18-19,22
(142)I.COrms,ヮ.θ,′.,pp.28‐9;H.H.Stahl,ψ.c,r, p.110;I Constantincscu,op.cit,,pp.530‐
532,F,Constantiniu,‖Quclques aspcctsW,pp 677‐678.
(143)例えば1822-23年においてモルダヴイアの寄進修道院領Ncamut地域では記録 された21件の
小作契約のうちなお8件が領内居留農民 との契約関係であったが,続く1830年代にはモルダヴイ
アの13の地域を対象に確認される合計725件の小作契約のうち農民 との契約はわずか4件を数える
にすぎなかった。I.Constanincscu,op.cit.,pp.532‐533.
(144)J.R.Lampe/M.R.Jackson,Qp c力.,pp 85-86.
〔付記〕本稿は平成14年度科学研究費補助金 (若手研究B)による研究成果の一部である。

